
_第イ I回駅 体教 鍬 季大会

ぶどうとワインの

ノヽドミントンふるさと一―夕b´ま

●期日 昭和61年 10月 13日 (月 )～ 10月 16日 的
●会場 勝沼町町民体育館 (山 梨県東山梨郡勝沼町 )
●主催 財団法人 日本体育協会・文部省・山梨県 。勝沼町
●主管 財団法人 日本バ ドミントン協会

(日体協マーク)
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「日本体育協会スポーツ憲章」抜すい

o スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。

○ 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアー
プレーに終始する。

○ 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽 くす。

o スポーツを行うことによって、自らの物質的利益を求めない。

o スポーツによって得た名声を、自ら利用しない。

▼競技会場 勝沼町町民体育館

アマチュア0スポーツマンのありかた



国民体育大会マロク・第41回国民体育大会シンボ′L7-ク 0テーマ・スローガン

国民体育大会マーク

昭和 22年 6月 の大 日本体育会 (現 日本体育協会 )理事会 で、国

民体育大会の シンボル として採用す るこ とに決定 した ものであ

る。30度右傾斜の赤色の火炎を直径 10分の 1幅の紺青色の円帯

で囲んである。

シ ン ボ ル マ ー ク

山梨の象徴 であ る富士 山 を中心 に して、バ、れあいの輪 をひろげ

る山梨 県民の′しヽを表 わ し、下 の 2本の波はやす らぎのある甲斐

路 と躍動す る山梨 県民の ロマ ンを表現 している。

かし10日体
ス ロ ー ガ ン

ふれあいの輪をひうげよう

とおいむか し、 日本武尊 (や ま とたけ るのみ こ と)の神話 も含め て、甲斐路はすべ て美 し く

豊か な詩 (う た )を歌 い続けた道 である。

日本列島の中心か ら無 限にのび る路々である。

県土 を囲む山々は、南にあ こがれの富士 山を、北 に雄大 な八 ヶ岳 を、そ して、東に大菩薩の

山々、西には ロマ ンに満 ちた南アルプスの連 山、ここはその まま、 日本の′己、のお、るさ と。

甲斐路 は、これ らの大 自然 と人々の心 を結 びつけて、そこに新 しい夢 と力 を創造す る。かが

ゃ か しい未来へのはばた きを生む。

甲斐路に結ばれた、山梨 県下 9oか所 を会場 とす るお、れあいの広場 に、明治、大正 、昭和 の

世代が、手 と手 をつ な ぎ、 日本の′亡ヽを求め合 う。

大 きな大 きな輪が で きあが る。

―

この輪 を世 界に向けてひろげ よ う。

ア マ
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ごあいさつ

財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 桜 内 義 雄

第41回 国民体育大会バ ドミントン競技会の開催にあたり、一言ご

あいさつを申し上げます。

昨年の鳥取県大栄町での「わかとり国体」よリーか年の今 日まで、

我が国のバ ドミントン競技は青少年や家庭婦人を中心に国民各層に

わたり着実に愛好者を増 してまいりました。「国民の間にスポーツを

普及し、健康増進と体力の向上を図 り、明るい豊かな生活の実現」

を目指す国民体育大会の主旨に思いをいたすとき、バ ドミントン競

技の進展は誠に欣快 と存ずる次第であります。

この一年間をかえりみますと、全 日本総合選手権大会をはじめ、

全 日本社会人選手権大会等各種大会が盛大に開催され、特に高齢化

社会の中、全 日本シニア大会や全 日本家庭婦人大会の盛 り上 りは、

生涯スポーツの明るい指標 といえましょう。また、 6年後のオリン

ピックから正式競技となり、国外において活躍できる優秀選手の強

化育成を急がなければなりません。このような時期に、本大会に参

加されます選手の皆さんには、スポーツマン精神のもとに日頃培わ

れた力と技を遺憾なく発揮され、立派な成果をあげられますよう期

待いたします。

終 りに、本大会開催にあたり、準備万端お世話下さいました山梨

県、ならびに地元勝沼町の関係各位に対して、心から厚 く御札申し

上げごあいさつ といたします。



歓迎のことば

第41回国民体育大会 山梨県実行委員会会長

山梨県知事 望 月 幸 明

秀峰富士を仰 ぐ山紫水明の地ここ山梨に、天皇陛下の御臨席を賜

り、全国各地から多数の役員 。選手の皆様をお迎えして、第41回 国

民体育大会秋季大会を盛大に開催できますことは、83万 県民にとり

まして、このうえもない喜びであり、心から歓迎を申しあげます。

私たちは、このたびの国民体育大会を開催するにあたり、豊かな

自然に囲まれ、夢 とロマンに満ちあバ、れた山峡の路――甲斐路一―

にちなみ、テーマを「かいじ国体」とし、「メ、れあいの輪をひろげよ

う」をスローガンに、簡素な中にも′しヽが通 う国体 とするため、県民

あげて諸準備を進めてまいりました。

選手の皆様には、日頃培われました力と技を存分に発揮され、栄

えある郷土の代表 として、立派な成果をあげられますよう切望いた

します。また、この機会に本県の美しい自然を満喫されるとともに

こまやかな人情にも接 していただき、お、れあいの輪を広げ、「かいじ

団体」を思い出深いものにしていただきたいと願っております。

おわりに、本大会の開催にあたり、関係各位から寄せ られました

多大な御支援 と御協力に対 し、厚 く御札を申し上げ歓迎のことばと

いたします。
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歓迎のことば

第41回国民体育大会 勝沼町実行委員会会長

勝沼町長 佐 藤 嘉 明

手を伸ばせば、スーッと染まってしまいそうな盆地の青空に、鮮

やかなコントラストを描くブドウ畑のスロープと紫玉の甲州種ブ ド

ウ。ぶどうとワインのお、るさと一―勝沼は今、四季を通じて最もよ

い季節です。このようなときに、全国の精鋭のみなさんをお迎えし

て、第41回国民体育大会かいじ国体バ ドミントン競技会を開催でき

ますことは、私たち町民にとって大きな喜びであり、心から歓迎し

たいという気持ちでいっぱいです。

勝沼町はブドウ栽培1,2∞余年、ワイン造り100余年の歴史と伝統

を持つ町です。この伝統は、先人の絶ゆまぬ努力によって営々と受

け継がれ、ブ` ドウ 。ワイン文化、とも言える独自の生活文化を、こ

の地に形づくってきました。この情熱をかいじ国体に一― と私たち

は力を合わせて準備に取り組みました。会場を飾るブドウ盆栽、み

なさんに贈る記念品の数々は、町民ボランティアのかたが何年も前

から、丹精こめて作りあげたものです。すべての町民が一役を担い、

みなさんの生涯の思い出となるように、精いっぱいのおもてなしを

したいと思います。ぜひ、日ごろ鍛えた練習の成果を存分に発揮し

てください。ひたむきなプレーから、勝敗を越えた友情の輪が大き

く広がることでしょう。ご健闘をお祈りするとともに、かいじ国体

を開催するにあたり、ご尽力いただいた多くの関係者のみなさまに、

深く感謝を申しあげ、歓迎のことばといたします。

嘉
ゴ″「
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歓迎のことば

山梨県バ ドミ

会 長

ン トン協会

二 三 雄

第41回 国民体育大会バ ドミン トン競技会が
｀
かいじ国体、をテー

マに、「バ、れあいの輪をひろげよう」のスローガンのもと、全国各地

の激しい予選を勝ち抜かれた精鋭と、役員の皆様をお迎えして、「ぶ

どうとワインのお、るさと」勝沼町において開催できますことは、山

梨県バ ドミントン協会にとりまして、このうえもない喜びであり、

心から歓迎申し上げます。

勝沼町は山梨県のほぼ中央にあって、ぶどう栽培1,200余年、ワイ

ン醸造100余年の歴史を持つ町で、全国にも珍 しい広大なぶどう畑の

スロープと、独自の
゛
ぶどう文化、を築きあげてきました。選手の

みなさんには、この「ぶどうとワインのス、るさと」勝沼町で、日ご

ろ鍛えられた練習の成果を十分に発揮 していただき、郷土の栄誉 と

スポーツの栄光のため、悔いのない試合をして、終生の良き思い出

となりますよう熱闘を期待 しております。

終わりに、本大会を開催するにあたり、格別のご指導、ご教示を

賜 りました財団法人日本バ ドミントン協会をはじめ、絶大なるご支

援、ご協力をお寄せいただきました勝沼町、ならびに関係各位に心

から厚 く御礼申し上げますとともに、参加選手の皆様のご活躍をお

祈 りしまして、歓迎のことばといたします。
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窪 田 恵 三

秋 山 文太郎

新 津   勝

金 子   寛

斉 藤 正 人

岩 下 一 雄

三 森   清

保 坂 和 也

横 山 忠 弘

田 中   登

滝 り‖  修

九 山 英 幸

九 山   哲

石 原 隆 夫

久 津 川 孝

野 口 治 英

・1 11   勇

天 野 茂 次

岩 崎 映 子

ドf 谷 利 夫

8



総 務 委 員 長

総 務 副委 員長

総 務 委 員

競 技 委 員 長

競 技 副委 員長

競 技 委 員

進 行 主 任

進 行 委 員

放 送 主 任

放 送 委 員

記 録 主 任

記 録 委 員

掲 示 主 任

掲 示 委 員

報 道 主 任

報 道 委 員

召 集 主 任

召 集 委 員

シャ トル主任  :

シャ トル委 員

点 示 主 任

点 示 委 員

総合成績計算委員長

競技役員

秋 山 真 男

占 谷 利 夫

長谷りII 正 丈

小 川 勝 代

ネ申 ,尺    H尭

増 田   稔

野呂瀬 英 臣

穂 坂 宏 治

メし 山   哲

守 屋   守

斉 藤   秀

田 中 こずえ

渡 辺   正

伊 藤 好 彦

弦 間 lE 友

長谷部   宏

高 柳 祐 尊

滝     貢

横 山 忠 弘

岩 間 寿 樹

新 谷 幸 lll

雨 宮 布満子

天 野 茂 次

市 川 親 之

‐  村 山 幸 雄

(順不同 )

安 部 美智子  内 田 金 光

岩 下  ・ 雄

清 水   鼓 岩 崎 映 子

「1 倉 一 民

岩 浪 雅 樹

橘 田   博

堀  内  まリーr   樋  「1 容  r

石 原 l11 11

菊 島 良 治

小沖∫内 近 男

寺 同   i青

高 附 安 奈

中 込 勝 彦  広 瀬 清 和

登  斉 藤 公  ´

〓
一　
人

恵
　
泰

田
　
松

窪

植

飯 野 孝 寛  笠 井 充

総合成績計算委員  ||1 中

審  判  長  池 IH ll 道

副 審 判 長  秋 山 文太郎

9

遠 藤 幸 大



競技役員

審  判  員
(主審 )

サービスジャッジ

(コ ーートliiイ 1)

サービスジャッジ

線 審 主 任

線  審  員

菅 原 幸 雄

松 井 義 光

藤 円 明 男

笠 原   勇

林   一 人

三 L   勇

野呂瀬   秀

斉 藤 正 人

小 松 茂 仁

望 月 利 明

野 口 治 英

岩 波 千 尋

池 谷 博 茂

河 野 恵 市

戸 井 竜 彦

内 田 利 ―̂

飯 島 和 雄

大 竹 敬 貴

内 田 信 良

三 森 広 之

F lld大 助

遠 山 忠 夫

鷹 野 裕 司

千 葉 健 夫

杉 山   弘
/1ヽ  柳    博

今 井 ill 男

富 橋 木 治

志 村 和 雄

河 西 敏 光

木 本 鋼 治

長 円 lFi 明

中 野 圭 夫

山 本 重 高

田 中 五 男

山 西 敏 彦

飯 窪 高 幸

li森 雅 美

中 山 忠 博

小 川 哲 也

辻   精 貴

中 村 勝 美

前 島 しのぶ

市 川   淳

金 九 勝 則

関   敏 夫

伊 藤 誠 彦

舘 野 政 男

'‖

  ホロ 章夕 1■

深 沢 文 雄

平 山 照 仁

L野  高

三 村 勝 啓

和 智 砂 織

土 橋 正 人

保 延 宏 治

三 森   清

樋 日  実

奥 山 勝 則

中 川 千 春

内 田 淳 一

秋 山 淳 一

三 井 IE 彦

長谷り|| 一 孝

海 野 輝 男

山 11 健次郎

伊 東 光 男

伊 東 清 和

新 木 恵 一

田 中   真

井 上 厚 彦

石 井 一 樹

青 柳 一 男

樋 川 義 夫

佐 野 牧 生

長 野 和 也

内 田 ―́ 16

佐 藤 哲 也

石 原 隆 夫

小 川 美 保

鈴 木 家 治

奥 山 武 仁

和 泉 川 渡

大 芝 秀 明

野 中 正 人

10



実 施 本 部 長

実 施 本 部 付

総 括 事務局長

競技会係員

(田丁         1こ )

(助     役 )

(収  入 役 )

(教  育  長)

(IJ体事務局長 )

平 山 朝 秀

細 川 初 彦

高 野 正 弘

真 田 法 雄

小 沢 裕  l

メL  i拍  『等   ・

Fi 沢   泉

上 野 登喜男

鈴 木 敏 弘

石 原 一 行

若 林 重 則

三 森 今朝美

内 田 三 男

飯 塚 藤 美

赤 池 茂 則

ii 森 一 雄

三 森 克 弥

山 本   充

三 森 哲 也

福 田   忠

三 枝 富士 f・

小 林 喜 材

高 山 義 一

守 屋   泉

篠 原   誠
豊 岡 哲 治

佐 藤 嘉 明

阪 本   晋

内 Ill ili 雄

11 矢 龍 男

田 日 兵 衛

丸 山 美 春

三 森   斉

九 山 美津江

都 倉   清

内 目i 真 琴

三 科   茂

小  ,尺  不1  幸

鈴 木 英 夫

小 池 英 也

久 保 嘉 子

辻     淳

中 村 i11 樹

雨 宮 敏 明

大 オす H吾 夫

小 林 直 子

室 伏   徹

辻   勝 弘

風 間 清 美

飯 島 利 也

牧 野 正 雄

鈴 木 冬 雄

渡 辺 敬 子

三 枝   久

田 中 和 彦

佐 藤 繁 則

野 沢 洋 文

坂 本 忠 義

坂 本 敏 己

斉 藤 公 ―́

雨 宮 千恵美

雨 宮   拓

深 沢   告

萩 原   護

雨 宮 真 人

小 野 敏 愛

飯 島 義 満

三 森 1真 ―́

上 屋   誠

吹 田 孝 雄

宮 崎 美 仁

奥 山 一 子

il 枝 守 男

土 屋   稔

坂 本 武 信

li 沢 和 子

平 山 勝 美

イヽ 沢   信

安 間 袈裟良

辻   光 彦

三 沢 利 之

佐 藤 俊 彦

内 田 富美子

(順不同 )

田 中 東 光

深 沢 八十吉

野 口 加奈絵

三 沢   均

三 科 陽 子

渡 辺 尚 美

高 野 英 夫

金 井 正 喜

岡   澄 子

r三  勅ミ    岡|

イヽ 林   一

古 屋   誠

雨 宮 喜 夫

辻     実

芹 沢 明 男

内 田 洋  F

中 オす 賢 一

若 尾 保 彦

古 屋 清 都

鷹 野 武 男

内 田 英 二

佐 野 光 成

飯 島 一 也

Jヽ 林 とし子

小 林 茂 夫

中 澤 恵美子

係



競技会係員

早 川 泰 正

雨 宮 京 三

九 山 嘉寿美

小 沢 泰 雄

上 矢 みや子

佐 藤 富 徳

石 黒   幸

三 科 金之助

鶴 田 こ と

小 林 朝 恵

ノ
!ヽ 澤 邦 利

坂 本 元 太

窪 日1 祐 基

雨 宮 茂 男

坂 本 芳 興

三 森 義 広

雨 宮 芳 文

三 沢 奈々美

小 林 英 美

金 井 孝 子

秦   永 賢

向 山 房 雄

柏 木 清 次

大 島 勝 己

l!|ド 正 樹

内 田 善 勝

芹 沢 忠 憲

夏八木 盛 男

小 沢 美由紀

辻     香

奥 山 武 男

里 吉 さくら

石 黒 久 保

雨 宮 正 良

古 屋 けさ子

海 沼 世 紀

鈴 木 菊 也

三 森 とみゑ

三 森 和 美

内 田 幸 子

12



係
　
係
　
係

務
　
技
　
″何

総
　
一既
　
進

係
　
係

〕送
　
録

放
　
記

係

係
　
係

一不
　
道
　
集

掲
　
報
　
召

シ ャ ト ル 係

点  示  係

競技補助員

窪 田 邦 宏

宮 沢 英 明

奈 良 武 11

奥 山 雪 恵

青 野 広 美

九 山 秀 一

鬼 島 ひろみ

米 山 紀 彦

河 野 悦 子

磯 部 晃 一

上 山   真

奥 山 徳 一

平 山 勝 也

中 山 寛 章

塚 原 雅 人

戸 田   玄

駒 井 鉄 也

中 村 由 隆

野 田 勇 吾

今 井 洋 和

桜 林   史

網 野 美 樹

片 桐 美由紀

深 沢 悦 子

川 野 久美子

倉鹿野 寿実子

伊 藤 清 美

花 形 武 志

風 間 洋 一

倉 金 幸 司

丹 沢 俊 博

小 川 美由紀

小 林 由紀美

石 原 弘 幸

土 尾 美智子

鈴 木   都

平 川   弘

武 藤 や寿美

小 沢 浩 司

福 島 弘 美

岩 間   徹

雨 宮 一 三

藤 原 尚 一

野 口 克 彦

菊 地 広 泰

金 沢 正 己

神 原 秀 雄

野 口 彰 一

稲 富 正 樹

吉 沢   宏

北 原 由紀子

菅 家 ゆかり

熊 谷 貴 子

千 野 君 江

志 村 美千代

秋 山 美佐江

小 林 君 枝

九 山 幸 司

小 沢 幸 夫

佐 藤 浩 和

内 田 一 之

古 屋   真

森 沢 恵美子

飯 窪   基

芦 沢 由美子

石 田   敏

石 原 秀 文

坂 野 堅 一

大 田 浩 司

大和田 正 樹

萩 原 彰 一

久保田 俊 雄

古 郡 弘 之

新 谷 欣 l・l

有 賀 茂 雄

i龍 川   薫

中 込 真由美

伊 藤 直 美

小笠原 明 美

小 沢 美 佳

新 田 純 子

日 向  稔

青 木 貴 幸

高 橋   中

(順不同 )

梅 田 美津子

加 藤 洋 子

深 沢  ミ キ

大 谷 秀 樹

酒 井   建

小 松 伸 一

有 賀 敏 幸

塩 島   治

天 川 雅 文

一之瀬 一 美

米 山 真由美

藤 原 千恵美

志 村 紀 子

小 川 裕 子

水 野 奈 美

深 沢   馨

志 賀 雅 樹

高 野 光 章

武 井 森 彦

仁

秋

寿
　
千

沢
　
下

士
口
　
岩

係審線
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競技補助員

練 習 会 場 係 五 味   直

岩 井   栄

小 林 恒 之

武
　
昭

原
　
田

笠
　
内

井

一昌
　
田

武
　
一二
　
鶴

力

猛

知 美

遠 山 博 人

内 田 博 仁

14



協力団体・機関
(順不同 0敬称略)

勝沼中学校 勝沼小学校 祝小学校 東雲小学校 菱山小学校 勝沼農協

岩崎農協 東雲農協 菱山農協 町区長会 町スポーツ振興審議委員会

町体育指導委員会 町体育レクリェーション普及指導委員会 町スポー

ツ少年団 カツヌマバ ドミントンリーグ 町社会教育委員会 町公民館運

営審議委員会 町文化協会 勝沼大和商工会 町観光協会 町ワイン振興

会 町建設協力会 町民宿組合 町健康づ くり推進協議会 町保健衛生委

員会 塩山交通安全協会町内各支部 町交通指導委員会 東山梨医師会勝

沼班 東山梨歯科医師会勝沼班 町老人クラブ連合会 町消防団 町ライ

オンズクラブ 田f技能者組合 勝沼地区婦人会 町生活学校 町消費生活

研究会 町愛育会 町日赤奉仕団 町栄養改善推進員会 町生活改善研

究会 町ママさんバレーボール連絡会 町母子寡婦福祉会 岩崎農協婦人

部 町ポランティアグループ連絡会 町料理飲食組合 菱山保育所 藤井

保育所 勝沼保育園 岩崎保育園 東雲保育園 めぐみ幼稚園 勝沼写真

クラブ 町内小中学校PTA 町バ ドミントンスポーツ少年団後援会 塩

山地区 4Hク ラブ勝沼支部 町内各自治公民館 町菊友会 甲州ぶどう太

鼓の会 町書道の会有志 町民踊部 町花木愛好者の会 町内各商店会

峡東記者クラブ 町議会 町体育協会 町国体実行委員会協力者「勝沼バ

ンク」登録者 塩山警察署 県塩山土木事務所 東山梨消防組合塩山消防

署 県日下部保健所 県ワインセンター 勝沼郵便局 下岩崎郵便局 東

雲郵便局 NTT勝 沼電報電話局 国鉄勝沼駅 中央自動車道勝沼料金徴

収所 山梨交j重塩山営業所 山梨中央銀行勝沼支店 東京電力塩山営業所

峡東タクシー 勝沼観光タクシー 塩山タクシー 県立日川高等学校

町社会福祉協議会 如月会 町ワインコンパニオン 町青少年指導委員会

関東電気保安協会 かいじ国体勝沼民踊会 町ぶどう盆栽指導者会 町

民体育館建設協力会 町国体弁当調整協力会 大和村 大和村民宿組合

町役場OB会

15
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国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は男女総合成績第 1位の都道府県、宅后杯は女子総合成績第 1位の都道府県に授与
する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条 天皇杯及び皇后杯は秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会式において返
還する。

第 3条 天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要によリー時返還を求

めた場合は、これに応じなければならない。

杯后杯天

附 則 本規程は昭和
昭和

昭和

昭和

1日制定

22日 一部改訂

10日 一部改jI

9日 一部改 ;il

41年 4月

45年 1月

48年 7月

54年 5月
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国民体育大会会長トロフイー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 トロフィー」という。)は、各正式競技男女

総合成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条 大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回大会開始式において返還する。

第 3条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

(2 破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

13)優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第 1条第 2項の場合は当該都道府県

で協議して決めるものとする。

(4)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

附 則 本規程は昭和 41年 4月 1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月 9日 一部改訂
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バ ドミントン競技成績の採点方法

(1)競技得点算出方法

天皇杯種別 皇后杯種別 競 技 得 点 算 出 方 法

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

成 年 女 子

少 年 女 子

各種別の 1位に12.点 、 2位 9点、 3位 8.点、 4位 7′点、 5位 (4

チーム)に 各4.5点を与え、その得点合計で競技得点算出順位を

決定する。

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とするc

(2)男女総合 (天皇杯 )、 女子総合 (皇后杯 )成績決定方法

男女総合、女子総合成績は、それぞれ下記ア、イ、ウの得点を合計したものとする。

ア 競技得点

(1)の得′点合計の第 1位の都道府県に12点 、 2位 9点、 3位 8′点、 4位 7′点、 5位 6′点、 6位 5′点、

7位 4′点、 8位 3′点の競技得′点を与える。ただし、同′点の場合は当該都道府県でその順位を共有し、

次の順位を欠位とする。得点は、次の順位の得点を加え当該都道府県で等分する。

イ 種別優勝得点

各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点1.5点 を与える。ただし、第 1位が 2都道府県以上の場

合は1.5点 を当該都道府県で等分する。

ウ 参加得′点

大会 (プロック大会も含む)に 参加 した都道府県に参加得点 1点 を与える。

18



式典次第

l.開  始 式

(1)日  時  10月 13日 0 8時 00分

(2)会  場  勝沼町町民体育館

(3)式次第

1順序 次 第 時 刻 要 項 イ南 考

役 員選 手 団集 合 開 始 7:40 放 〕送

役 員 選 手 団 幣 列 7:50 放 〕送

〃  ″ 整 列 完 了 7:58

開 式 予 7:58 放 〕送

1 開 式 通 8:00 放 〕遷 ファンファーレ吹奏

2 ;選 手 団 ・人 場 8:01 競 技 会 会 長 登 壇 行 進 曲 演 奏

3 競 技 会 開 始 宣 言 8:16 競 技 会 委 員 長

4 「君 が 代」 斉  唱 8:17 全 員 注 目 君が代演奏 。合 唱

5 ト ロ フ ィ ァ 返 還 8:19 競 技 会 会 長 得 賞 歌 演 奏

競 技 会 会長 あ い さつ 8:20 競 技 会 会 長

7 歓 迎 の こ と ば 8:23 勝沼町実行委員会会長・町議会議長

山梨県バ ドミントン協会会長

表
よ
早 8:31 競 技 会 会 長

「若 い 力」 斉  唱 8:41 若 い力演奏 ・合 唱

10 閉 式 通 8:43 放 〕送 ファンファーレ吹奏

11 巽

一
手 団 退 場 8:45 放 送 行 進 曲 演 奏

公 開 演 技 開 始 8:55 徒
＞
生
操
校
体
学中
立
沼
組
勝
＜

″    終 了 9:10
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式典次第===

2.表  彰 式

(1) 日  時   10月 16日 la1 14日寺00分

(2)会  場  勝沼町町民体育館

(3)式次第
(試合が予定通り終了した場合 )

順序 次 第 時 刻 要 項 イ蒲 考

役 員 選 手 団 整 列 13:30

開 式 予 13:58 放 〕送

1 開 式 通 14:00 放 〕送 ファンファーレ吹奏

2 選 手 団 入 場 14:01 競 技 会 会 長 登 壇 行 進 曲 演 奏

3 成 績 発 表 14 10 競 技 委 員 長

表 彰 14:12 競 技 会 会 長 得 賞 歌 演 奏

5 競 技 会 会長 あ い さつ 14:30 競 技 会 会 長

6 歓 送 の こ と ば 14:33 長△
ム
△
ム
員
町
委
沼
行
勝
実

7 「君 が 代J 斉  唱 14:37 全 口貝 注 目 君 が 代 演 奏

8 競 技 会 終 了 宣 言 14:38 競 技 会 委 員 長

9 閉 式 通 14:39 放 〕送 ファンファーレ吹奏

選 手 団 退 場 14:40 行 進 曲 演 奏

諸会議の日程

会  議  名 期 日 日寺 亥」 場 所在地 電  話

審 判 会 議 10月 12日 (ID 16:00～ 勝 沼 町 町 民 会 館
勝沼町勝沼

756～ 1

05534

4--1111

監 督 会 議 10月 12日 (日 ) : 30～ 勝 沼 町 町 民 会 館
勝沼町勝沼

756-1

05534

4--1111

全国理事長会議 10月 12日 (ID 19:00～
勝沼町営

ぶどうの丘センター

勝沼町菱山

5,093

05534

4-2111
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歌大
△
ム

あ ふ れ る

はな が  ち

強了 む    び
き   虹じ   ス
者お 熱電 が 君身 ポ
こ 立た の  |
そ つ  も ツ
い    の  マ

日本体育協会選定

作詞 佐 伯 孝 夫

作曲 高 田 信 一

若 い

tヽ ち 力' ら

を は 一  れ 力' ん き

き ぼ う {二 み ち て

一
、
若

い
力
と
感
激
に

燃
え
よ
若
人
　
胸
を
張
れ

歓
喜
あ
ふ
れ
る
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

一月
に
ひ
と
ひ
ら
　
花
が
散
る

花
も
輝
け
　
希
望
に
み
ち
て

競
え
青
春
　
強
き
者

じ
ゆ
ん
し
ょ
ぅ

純
情
に

の

ち

」=120
明るく力強 く

せいしゆ/L

ン
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里

明

矢 沢 千
岡 本 敏

おおらかに」=108

l―lひ か り す

め ―ぐ る

のぞみ あメ、れるやまなしに

ろ あ 一か る く か一

山 梨 県 の 歌

作詞

作曲

が し い あ さ一か ぜ

や一ま―なみ い ろ―はえ に

光
す
が
し

い
朝
風
に

め
ぐ
る
山
な
み
色
映
え
て

の
ぞ
み
溢
れ
る
山
梨

に

伸
び
ゆ
く
明

日
の
よ
ろ
こ
び
を

心
あ
か
る
く
語
ろ
う
よ
′

二
、
富
士
も
き
よ
ら
な

湖

に

実

る
葡
萄

の
野
は
晴
れ

て

め
ぐ
み
豊
か
な
山
梨

に

文
化
を
興
す
た
の
し
さ
を

共

に
讃
え
て
進
も
う
よ

三
、
ゆ
う

べ
ま
ど

い
の

灯

に

力

新

に
湧
き

い
で
て

ゆ
く

て
か
が
や
く
山
梨

に

手
を
と
り
い
き
る
し
あ
わ
せ
を

胸

の
底
か
ら
歌
お
う
よ

のびゆくあすの よろこびを こ
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町  町  歌刀
ロ

作詞 安 藤 壮一郎

作曲 山 本 丈 晴

た
ち
か
こ
む
　
山
な
み
青
く

柏
尾
山
　
晴
れ
た

つ
と
こ
ろ

相
寄
り
て
　
共
に
目
指
す
は

さ
や
か
な
る
　
朝
よ
　
首
途
よ

勝
沼
は
美
し

い
町

勝
沼
は
美
し

い
町

風
ひ
か
る
　
緑
の
丘
に

勤
労
の
　
歌
声
ひ
び
く

相
和
し
て
　
共
に
拓
く
は

つ
ぶ
ら
な
る
　
桃
よ
　
ぶ
ど
う
よ

勝
沼
は
恵
ま
れ
し
町

勝
沼
は
恵
ま
れ
し
町

た
た
ず
め
ば
　
日
川
の
岸
に

う
か
び
く
る
　
遠

い
昔
よ

相
呼
び
て
　
共
に
招
く
は

大

い
な
る
　
あ
し
た
の
栄
え

勝
沼
は
あ

こ
が
れ
の
町

勝
沼
は
あ

こ
が
れ
の
町
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開 始 式    10月 13日 (月 )   8時 00分                勝 ,召 町 民 体 育 館

10月 14日 (火 ) 10月 15日 (水 ) 10月 16日 (木 )10月 13日 (月 )

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

3位決定戦

9 :30-

少年女子

1回戦 (15試合)

9 :30～

少年女子

2回戦 (8試合)

8 :30-

少年女子

準々決勝 (4試合)

9 :30-

少年男子

1回戦 (4試合 )

10 :00～

成年男子

準々決勝 (4試合)

9 :30～

成年男子

1回戦 (4試合)

12 :30-

成年女子

1回戦 (4試合)

11 :30～

(2試合)

少年男子

少年女子

決

成年女子

1回戦 (4試合)

14:00-

少年女子

3回戦 (8試合 )

13:00～

成年男子

1回戦 (4試合)

11 :30- 成年女子

準決勝 (2試合)

11 :30～

少年男子      1  準決勝 (2試合)

準々決勝 (4試合)1   13:30～

少年男子

1回戦 (4試合)

14i00～

少年女子

2回戦 (8試合)

15:30～

成年男子

準決勝 (2試合)

13:30～

成年女子

準々決勝 (4試合)

16 :00～

競技日程 |

表 彰 式    10月 16日 (木)  14時 00分                勝 沼 町 民 体 育 館
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月 日  ＼
ぐ鎌 |卜  1 2 3 4 5 6

第 1日 目

10月 13日 明)

8 :00 開 始 式

9 : 30 G 01 G 02 G 03 G 04 G 05 G 06

11 : 00 G 07 G 08 G 09 G 10 G ll G 12

12 : 30 G 13 G 14 G 15 M  01 A/71 02 M  03

14:00 M  04 L  01 L 02 L 03 L 04 B 01

15 : 30 B 02 B 03 B 04 G 16 G 17 G 18

17:00 G 19 G 20 G 21 G 22 G 23

第 2日 目

10月 14日興

8 : 30 G 24 G 25 G 26 G 27 G 28 G 29

10:00 G 30 G 31 B 05 B 06 B 07 B 08

11 :30 L 05 L 06 L 07 L 08 4ヽ  05 Ⅳ1  06

13:00 M  07 M  08 G 32 G 33 G 34 G 35

14:30 G 36 G 37 G 38 G 39 B 09 B 10

16: 00 B  ll B 12 L 09 L  10 L  ll L  12

第 3日 目

10月 15日因

9 :30 G 40 G 41 G 42 G 43 M  09 M 10

11 : 30 M H M 12 B  13 B  14 L  13 L  14

13:30 G 44 G 45 M 13 M  14

第 4日 目

10月 16日因

9 : 30 ●M 15 ● B 15 ● L 15 ●G 46

11 : 30

14:00 表 彰 式

タイム0テーブル

は決勝戦    ●は 3位決定戦
は成年男子   Lは 成年女子   Bは 少年男子   Gは 少年女子

競技前の注意
1オーダー用紙は試合開始30分前にオーダー交換所に提出して下さい。

2.選 手は試合開始20分前に所定の選手集合所に集合し、当試合の主審の指示に従ってください。

3 ベンチヘ入場行進の後、当試合の組合せ若番のチームから3分間ずつの練習時間が与えられます。

□
Ｍ
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組み合わせ表
※EN=○ ○○○○○は電算処理番号
Eコ内は試合番号及び電算処理番号

少  年  女  子  (G)  ( )内 はコー ト番号

EN=3000nn

13日 14日 15日 16日 15日 14日 13日

パー ト 1 1回戦 2回戦 3回戦
々
勝
準
決

准 セ五解
決 勝 準決勝 々勝

準
決 3回戦 2回戦 1回戦 パー ト2

熊 本 1

愛 媛 2而

東 京3」

福 井 4

奈 良 5

広 島 6

千 葉 7

岩 手 8

大 分 9

静 岡 10

大 阪 11

山 梨 12

長 野 13

福 島 14

島 根 15

鹿児島 16

徳 島 17

山 口 18

群 馬197

沖 縄 20

山 形 21

和歌山 22

愛 知 23

↓

５

“

)□
11:30

13位決定戦 |

IEN=∞0146

(3運]27長
 崎

11:0028岐
 阜

29埼 玉

30兵 庫

“

)囲
31富 山

11:0032宮  崎

6□
33神奈り||

11:0034北
海道

35香 り||

36茨 城

(6涯337滋
 賀

H:CX1 38高
知

(1
12

39宮 城

40Zヨ   リ||

41福  岡

42栃 木

24青 森

25′鳥 取

26京 都

47来斤 1局

(1)□

8:30
0)国
11:00

0)困
8:30

“

)□
15

↓

９

2)□
13:30

0)図
14:30

“

)囲
14:30

“

)囲

8:30

(Dロ
8:30

0)□
10:00

(0回
13:00

0)囲
14:30

“

)囮 |
9:30

。回
45佐 賀

12:3046二
重
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成 年 男 子 (M)
IEN=200oni]

13日 15日 16日 15日 14日
パー ト 1 1回 戦 準々決勝 1準 決 勝 決  勝 準 決 勝 1準々決勝 1回 戦 パー ト2

Fヨ   イド

青 森

栃 木

石 川

香 川

京 都

山 梨

鳥 取

(1)□
11:30

9愛 知

10沖 縄

11北海道

12岩 手

13大 阪

14富 山

15岡 山

16群 馬

(1)国
11:30

3位決定戦
EN=困 0115

摺鶏
(1)□
13:00

新 潟 1

熊 本 2

北海道 3

鳥 取 4

埼 玉 5

滋 賀 6

福 島 7

愛 知 8

9山 形

10岡  山

H福 岡

12山 梨

13富 山

14東 京

15香 り||

16大 阪

埼 玉 1

大 阪 2

山 形 3

富 山 4

長 崎 5

山 梨 6

愛 知 7

鳥 取 8

9 月旨  フト

10山  口

11北海道

12滋 賀

13青 森

14神奈川

15香 り||

16石 り||
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練習会場

使用日程
日  本呈

学
館

中
育

沼
体

勝
校

勝沼小学校体育館

1 2 3 4 5

10/100 9:00-17:00
斤

｝
畿

道
　
越

海
　
信

北
　
北10/1ltt) 9 :00～ 17: 00

10/12(日 ) 総 合 開 会 式 閉 館 閉
丼
Ｅ

10/13Hl

6: 30-- 7: 30
０１
番

Ｇ
若

０１
番

Ｇ
後

０２
番

Ｇ
若

０２
番

Ｇ
後

０３
番

Ｇ
若

開
ム
ロ 式

9: 30～ 10: 30
０７
番

Ｇ
若

０７
番

Ｇ
後

０８
番

Ｇ
若

０８
番

Ｇ
後

０９
番

Ｇ
若

10:30～ 11 :30

ウォー ミング

会場 (試合直

前のチームが

使用する。)

‐３
番

Ｇ
若

‐３
番

Ｇ
後

‐４
番

Ｇ
若

11 :30～ 12: 30
０４
番

Ｍ
若

０４
番

Ｍ
後

０１
番

Ｌ
若

12: 30～ 13:30
０２
番

Ｂ
若

０２
番

Ｂ
後

０３
番

Ｂ
若

:30～ 14

14: 30～ 15: 30
‐９
番

Ｇ
若

‐９
番

Ｇ
後

２０
番

Ｇ
若

30～ 16: 30

10/1《拗

7:00- 8:00 ２４
番

Ｇ
若

２４
番

Ｇ
後

２５
番

Ｇ
若

２５
番

Ｇ
後

２６
番

Ｇ
若

8:00-- 9: 30

ウォー ミング

会場 (試合直

前のチームが

使用する。)

３０
番

Ｇ
若

３０
番

Ｇ
後

３‐
番

Ｇ
若

9: 30～ 11 :00
∞
番

Ｌ
蕎

０５
番

Ｌ
後

０６
番

Ｌ
若

11 :00～ 12: 30
０７
番

Ｍ
若

０７
番

Ｍ
後

０８
番

Ｍ
若

12 :30～ 14:00
の
者

Ｇ
勝

の
者

Ｇ
勝

の
者

Ｇ
勝

:00～ 15
B05の
勝 者
B06の
勝 者
B07の
勝 者

15:30～ 17:00

10/15因

7:30^- 9:00 の
者

Ｇ
勝

G33の
勝 者

G34の
勝 者

の
者

Ｇ
勝

の
者

Ｇ
勝

9 : 00-11
ウォー ミング

会場 (試合直

月りのチームが

使用する。)

M05の
勝 者
M06の
勝 者

1ヽ07`り

勝 者

11 :00～ 13:00
の
者
４Ｇ
勝
G41の
勝 者

G42の
勝 者

14: 00～ 16:00

:00～ 17:

10/161■l

7 : 30- 9: 00 の
者

Ｍ
敗

の
者

Ｍ
敗

の
者

Ｂ
敗
B14の
敗 者

L13の
敗 者

9:00～ 10:30
M13の
勝 者
M14の
勝 者

の
者

Ｂ
勝

の
者

Ｂ
勝

L13の
勝 者
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祝小学校体育館 東雲小学校体育館 県 立 日 川 高 等 学 校 体 育 館

6 7 9 13 17

北

　

海

東

　

東
東関

国

　

国

中

　

四

九

＾
目閉 館

＾
目閉

０３
番

Ｇ
後

０４
番

Ｇ
若

０４
番

Ｇ
後

０５
番

Ｇ
若

０５
番

Ｇ
後

０６
番

Ｇ
若

０６
番

Ｇ
後

０９
番

Ｇ
後

１０
番

Ｇ
若

１０
番

Ｇ
後

Ｈ
番

Ｇ
若

ｎ
番

Ｇ
後

‐２
番

Ｇ
若

‐２
番

Ｇ
後

自

由

練

習

‐４
番

Ｇ
後

‐５
番

Ｇ
若

‐５
番

Ｇ
後

０１
番

Ｍ
若

０１
番

Ｍ
後

０２
番

Ｍ
若

０２
番

Ｍ
後

０３
番

Ｍ
若

０３
番

Ｍ
後

０１
番

Ｌ
後

０２
番

Ｌ
若

０２
番

Ｌ
後

０３
番

Ｌ
若

０３
番

Ｌ
後

０４
番

Ｌ
若

０４
番

Ｌ
後

０１
番

Ｂ
若

０１
番

Ｂ
後

０３
番

Ｂ
後

０４
番

Ｂ
若

０４
番

Ｂ
後

‐６
番

Ｇ
若

‐６
番

Ｇ
後

‐７
番

Ｇ
若

‐７
番

Ｇ
後

‐８
番

Ｇ
若

‐８
番

Ｇ
後

２０
番

Ｇ
後

２‐
番

Ｇ
若

２‐
番

Ｇ
後

２２
番

Ｇ
若

２２
番

Ｇ
後

２３
番

Ｇ
若

２３
番

Ｇ
後

２６
番

Ｇ
後

２７
番

Ｇ
若

２７
番

Ｇ
後

２８
番

Ｇ
若

２８
番

Ｇ
後

２９
番

Ｇ
若

２９
番

Ｇ
後

練

３‐
番

Ｇ
後

０５
番

Ｂ
若

０５
番

Ｂ
後

０６
番

Ｂ
若

０６
番

Ｂ
後

０７
番

Ｂ
若

０７
番

Ｂ
後

０８
番

Ｂ
若

０８
番

Ｂ
後

０６
番

Ｌ

後
０７
番

Ｌ
若

０７
番

Ｌ
後

０８
番

Ｌ
若

０８
番

Ｌ
後

０５
番

Ｍ
若

０５
番

Ｍ
後

０６
番

Ｍ
若

０６
番

Ｍ
後

０８
者

Ｍ
後

の
者

Ｇ
勝

の
者

Ｇ
勝

の
者

８Ｇ
勝

の
者

Ｇ
勝
G20の
勝 者
G21の
勝 者
G22の
勝 者

の
者

Ｇ
勝

G27の
勝 者

の
者

Ｇ
勝

G29の
勝 者

G30の
勝 者

G31の
勝 者
B01の
勝 者
B02の
勝 者

B03の
勝 者

B04の
勝 者

B08の
勝 者

L01の
勝 者

L02の
勝 者
L03の
勝 者

L04の
勝 者

L05の
勝 者

の
者

Ｌ
勝

L07の
勝 者

L08の
勝 者

G37の
勝 者

の
者

Ｇ
勝

G39の
勝 者
M01の
勝 者
M02の
勝 者
M03の
勝 者
M04の
勝 者

1ヽ08`り

勝 者
B09の
勝 者
B10の
勝 者

B llの

勝 者
B12の
勝 者

L09の
勝 者

L10の
勝 者

L llの

勝 者
L12の
勝 者

G43の
勝 者

1ヽ09ιう

勝 者
の
者

Ｍ
勝

の
者

Ｍ
勝
M12の
勝 者

ル
Ｒ閉

の
者

Ｌ
敗

G44の
敗 者
G45の
敗 者 丼

昌閉L14の
勝 者

G44の
勝 者
G45の
勝 者
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バドミントン競技の見かた

●歴史

ルーツはインドの「プーナゲーム」

バ ドミントンの先祖となるゲームは、イン

ドのボンベイ地方で行われていた「プーナ」と

いう遊びだと言われています。1873年 (明治

6年 )、 イギリスのボーフォート公の領地であ

るグロスターシャのバ ドミントン荘で、パー

ティーが開かれたとき、インド帰りの陸軍将

校が余興にプーナゲームを紹介したところ、

大好評でした。たちまち全国に広がり、バ ド

ミントンと名付けられたと言います。

1893年 (明治26年 )に競技規則を統一、英

国バ ドミントン協会が設立されました。続い

てアイルランド、スコットランドにも協会が

でき、1899年 (明治32年 )に 第 1回全英選手

権大会がロンドンで開催されました。

バ ドミントンが日本へ伝わったのは、大正

から昭和の初めごろと言われ、1946年 (昭和

21年 )に 日本バ ドミントン協会が創立されて

から、全国に普及していきました。現在では

すべての都道府県に協会があり、登録会員は

約10万 人を数えています。また国際バ ドミン

トン連盟 (IBF)は 、1939年 (昭和14年 )

に創立され、加盟国は現在約80か国です。

●国際舞台への登場

ユーバー杯、初参加でみごと優勝

IBFが 主催する大会のビッグ3は 、 トマ

ス杯 (世界男子選手権大会 )、 ユーバー杯 (世

界女子選手権大会)の 2つの国別対抗大会と

個人戦の世界選手権大会です。しかし全英選

手権大会も、伝統、歴史、参加選手の質の高

さから、今もなお
｀
事実上の世界選手権、と

呼ばれています。

これらの大会における日本勢の活躍をみる

と、 トマス杯ではベスト4ま で進出していま

すが、残念ながらまだ優勝はありません。一

方、ユーバー杯では素晴らしい活躍ぶりを発

揮しています。初参加の第 4回大会 (昭和41

年 )でいきなり優勝、続く第 5回 、第 6回大

会でも連続して制覇、第 7回大会ではインド

ネシアに敗れたものの、第 8回大会ではタイ

トルを奪還しました。その後、昭和55年の第

9回大会でも、宿敵インドネシアを下して、

5度 目の王座につきましたが、一昨年の大会

で惜敗、中国に王座を譲りました。

個人戦男子では、全英選手権で日本人とし

て初めて出場 した小宮好雄 (立大出)がベ

スト8、 以後秋山真男 (山梨県、中大出)が

2位、小島一平(中大出 )、 池田信孝・栂野尾

昌一組 (法大出 )、 飯野佳孝・土田証雄 (日 大

出)がベスト4の成績を収めています。

女子の活躍はさらにめざましく、昭和44年

に湯木博恵 (日 女体大出)がシングルスで優

勝したのを筆頭に、相沢マチ子、竹中1党子、

植野恵美子、徳田敦子、高田幹子らが、単複

それぞれ 6度、全英のタイトルを獲得してい

ます。国際舞台での活躍に伴い、バ ドミント

ンは、国内でも正当な評価を受けるようにな

り、またレクリェーションとしても各階層の

人々に普及するようになりました。
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●み

スマッシュの初速は280キ ロ以上

バ ドミントンと言うと、日本古来の追い羽

根から連想して、女性的な軽スポーツだと考

えている人が多いようです。しかしバ ドミン

トンは、前後左右に素早 く動 く瞬発力、長時

間のゲームに耐えられる持久力、相手の動き

を読む予見力が要求され、同時に相手の予測

をはずし、自分のペースに引き込むインサイ

ドワーク (頭脳的作戦 )を必要 とするハー ド

なスポーツです。

このため、十分に鍛え抜かれた選手でも、

急激な反転動作による負傷や、極度な体力の

消耗でケイレンなどを起こすことも珍しくあ

りません。また、ゆっくりとした動き、飛行

を見せるシャトル・コックも、一流の男子選

手がスマッシュすると、初速280キ ロを超えま

す。逆に高く打ち上げられた打球は、時速ゼ

ロとなって垂直に落下します。このスピー ド

の変化による多彩なゲーム展開と、強じんな

体力やスピー ド、強い精神力や集中力が要求

さオじることから、 バ ドミントンは 
｀
男1生自りな

対人競技、であるという認識が、年々高まっ

てきています。

サープ権がなければ得点できない

このようなバ ドミントンの特徴をお、まえた

うえで、ルールを簡単に説明してみましょう。

まず最大の特色は、サーブ権がある側のみ得

点ができるということです。そして女子シン

グルスのみ11点 、そのほか男子シングルス、

男・女・洋と合ダブルスは15点 を先取した方が

1ゲームを勝ったことになり、 2ゲーム先取

すれば、その試合に勝つことができます。

またバ ドミントン独特のルールに、セッテ

ィングがあります。ゲームは11点か15点が原

則ですが、11点ゲームで 9オールになったと

きは、さらに 3点、10オールになったときは

さらに 2点、15点ゲームでは13オールになっ

たとき、さらに 5点、14オ ールになったとき

はさらに 3点を争うもので、一種の延長戦で

す。セッティングをするかどうかは、その得

点に先に達した側 (つ まり追いつかれた側 )

に選択権があります。 (次のページヘ続 く)

国
貫tミントン第 5回大会 (愛知国体)か ら正式競技

バ ドミントンが国民体育大会の正式競技となったのは、昭和25年

の第 5回大会一一愛知国体からです。現在は、成年男子・成年女子

・少年男子・少年女子の 4種別に分かれて行われています。各種別

とも1ダブルス、 2シ ングルスによる都道府県対抗の トーナメント

方式で行い、2ゲームを先取したチームが勝ちとなります。
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バ ドミントン競技の見かた

サーブの打点が腰より高いと反則

競技には、いくつかのフォル ト (反則)が

定められています。主なものをあげてみまし

ょう。

>サービング 。アバプ 。ザ・ウェス ト

サービスで、シャトルを打つ瞬間、シャト

ルの一部でもサーバーのウェスト (腰 )よ り

高いとき。

トラケット・ヘッド・アバプ 。ザ・ハンド

サービスでシャトルを打つ瞬間に、ラケッ

トの頭部全体が、ラケットを持っているサー

バーの手全体よりも下にあることが、はっき

りと認められる程度にまで、シャフトが下方

を指していないとき。

トフットフォル ト、ラインクロス

サービスでシャトルが打たれるまで、サー

バーまたはレシーバーの両足が、規定のサー

ビスコー トに入っていないとき。

レフェイント、ポーク

サービスが始まってから、相手をだます動

作 (フ ェイント)を したり、故意に動作の中

断 (ボーク)を したとき。またサービスの際、

サービスするのを故意に遅らせたり、レシー

ブ態勢をとるのを遅らせたとき。

>アウ ト

サービスでも、プレー中でもシャトルがコ

ー トの境界線の外に落ちたとき。ネットを通

り抜けるか、 ネットの下を通ったとき。 ネッ

トを越え損ったとき。天丼か壁に触れたときc

プレーヤーの身体や着衣に触れたとき。

レオーバー・ザ 。ネット

プレー中にシャトルの打点が、ネットより

も打者側でなかったとき。

>タ ッチ・ザ・ネット

インプレー中に、プレーヤーのラケット、

身体、着衣が、ネットかネットの支持物に触

れたとき。

>ホールディング、 ドリブル、ダブル・タ

ツチ

1回のストロークでシャトルをラケットで

とらえ、保持して振 り投げたとき。同じプレ

ーヤーが、 1回のストロークで 2回続けてシ

ャトルを打ったとき。プレーヤーとそのパー

トナーが連続してシャトルを打ったとき。

>オ ブス トラクション

相手を妨害したとき。
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バ ドミントンのコー ト 試合のすすめかた

バドミントン・コートのサイズ

∝

“

m     t tm    ∝

“

m

●シングルス

(1)ま ずトスをして,勝った方がサービスまた

はコー トをとる権利がある。

(2)サービスの権利を得たAは ,右側のコート

から,対角線上のサービス・コートに向かっ

て打つ。

(レ シーバー Bは ,サービスが終るまで静止

して待つ )

(3)Aが勝った場合 ,Aは 1点 をとる。次は左

側のサービス・コー トに移 り同じく対角線上

のコー トに打つ。サービス側が勝たなければ,

得点にはならない。

(4)サーバーが,右・左どちらのサービス・コ

ー トからサービスするかは, 自分の得点が偶

数のときは右側のコート,奇数のときは左側

からサービスする, と覚えておけばいい。

B

＼

A

Ｅ
Ｂ

〓

４
К
％

ロングサービス・

i浣
贔′

サ    ショートサービス・ライン
イ
ド

イ
ン   ネット中央で 1524m

シ                      シ
ン                       ン

グ                   グ
ル                                      フレ
ス                       スV   

ショー トサービス・ライン    V

ロングサービス・ ライン(ダブルス)

B

A
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バ ドミントン競技の見かた

(51 第 2ゲームはA・ Bと もに,それぞれコー

トを交換して試合を行う。

(6)第 2ゲームの最初のサーバーは,第 1ゲー

ムに勝ったプレーヤーであり,第 1ゲームと

同じように行う。

●ダブルス

(1)A・ aの組とBobの組が試合をしたとす

る。まず,シ ングルスと同様にトスをして,

サービスをするか又はコートを選ぶ。

A・ aの組がサービスの権利を得たとする。

(2)それぞれの組は最初のサーバー及びレシー

バーを決めておく。

最初のサーバーがA,レ シーバーが Bと 仮

定すると,A及 び Bは ,そ れぞれ右サービス

・コー ト及び右レシーブ・コー トに位置する。

a及び bは ,そ れぞれサービスやレシーブ

の邪魔にならない場所に位置する。

B
ヽ

b

a A

(3)Aは Bにサービスを行う。

(bは レシーブしてはならない。また,試合

開始のサービス組のサービスする権利は一

人だけである。その後のサービスは二人と

も権利がある)

(4)レ シーバー Bがシャトルを打ち返したあと

は,A・ a・ B・ bの誰が打ってもよい。
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(5)A・ a組が勝った場合,A・ aの得点にな

る。

サーバー Aは ,得点をしたのだから続いて

サーバー となり,今度は左サービス・コー ト

から右レシーブ・コー トの bに サーブする。

(レ シーブ側は, もとの位置のまま)

(6)B・ b組が勝った場合, 得点にはならない

が,サービス権が移る。

B・ b組は,最初のレシーバー として右コ

ー トに位置したBが第 1サーバー となり,右

レシーブ・コー トに位置している aに対して

サービスをする。

(7)自 分の組の得点が偶数のときは,そ のイニ

ングの最初に位置していたコー ト,奇数のと

きは,反対側のコー トに自分は位置する。

また,サービスの権利が他の組に移った場

合は,右側のコー トに位置すべきプレーヤー

が必ず第 1サーバーになる。

(8)第 2ゲームは,それぞれコー トを交換する

が,第 2ゲームの最初のサーバーは第 1ゲー

ムの最初のサーバーでなくてもよい。

(A・ a・ B・ bの いづれもがサーバーにな

才ヒる )

B b

A a

＼



参加人員一覧表

フ
゛

ロ

ン

ク

都

道

府

県

臣を

督

成

年

男

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

ブ

ロ

ク

都

道

府

県

魔

督

成

年

男

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

北海道 北海道 4 3 3 3 3

近

畿

滋  賀 3 3

東

青  森 3 3 3 3 12 京 都 2 3 8

岩  手 2 3 3 大  阪 3

宮 城 1 3 兵  庫 1 3

秋  田 1 3 4 奈  良 1 3

山  形 3 3 3 3 和歌山 1 3 4

福 島 2 3 3 8

中

国

鳥 取 4 3 3 3

関

東

茨 城 1 4 島 根 1

栃  木 2 3 3 8 岡  山 3 3 3

群  馬 2 3 3 広  島 1

埼 l 3 3 3 12 山  口 2 3 8

千  葉 1

四

国

未 4 3 3 3 3

東  京 2 3 3 8 徳 島 1 3 4

神奈川 2 3 3 8 愛 媛 1 3

山  梨 4 3 3 3 3 高 知 1 3

イ言

越

新  潟 2 3 8

九

福  岡 2 3 3 8

長  野 1 3 4 佐  賀 1 3 4

富  山 4 3 3 3 3 長  崎 3 3 8

不f 3 3 3 3 月E  冽ヽ 4 3 3 3 3

福  井 1 3 4 大  分 1 3 4

東

海

静  岡 1 3 4 宮 崎 1 3

愛  知 4 3 3 3 3 鹿児島 1 3

二  重 1 3 沖 縄 2 3 3

岐 阜 1 3 4 総 計
Ｏ
Ｏ 141 380

37



出場監督・選手一覧表

▼ 成 年 男 子 ○印は監督

都道府県名 監 督 。選 手 名 所 属 イ蒲 考

北 海 道

○遠  藤
米  山
伊  藤
諏 訪 内

男

一
一
弘

一
一

好

孝

雅

信

N T T北 海 道 総 支 社

N T T札 幌 中 央 電 報 局

N T T札 幌 南 電 話 局

上  磯  町  体  育  館

目 森

藤

藤

元

川

斉

須

村

品

○
■
↑ 則

茂

美

良

英

正

弘 前 市 役 ´ 所

ラ ケ ッ ト シ ョ ッ プ ス ト ウ

里
¨

石 市
ル
又 所

三 菱 製 紙 八 戸 工 場

”石 手

○村  上  信  夫
伊 藤 一 郎

石  川     聡
佐 藤 彰 彦

盛 岡 市 立 け や き 荘

岩 手 県 ス ポ ー ツ 振 興 事 業 団

盛  岡  鉄  道  管  理  局
水 沢 信 用 金 庫

栃 木

○別  井     晃
工 藤 吉 彦

大 島 正 志

大  堀     円

栃

今

宇

豊

木 県 体 育 館

校

校

校

市 一局

都

岡

宮

中

高

学

群 馬

○稲  村     浩
今  井  勇  司
栗  原  恒  夫
竹 内 康 夫

ラ ケ ッ ト シ ョ ッ プ ミ ッ キ ー

ユ則 橋 東 一局 校

生

士

昔
同
重

校

昌́ 工

山 梨

○松  野
山  本
松  野
宮

也

幸

二

次

辰

裕

修

健

自             営

県 民 ス ポ ー ツ 事 業 団

山 梨 県 教 育 委 員 会

勝  沼  町  役  場

山

○河

今

西

末

村

泉

村

坂

博 之

勉

美

進

正

昔
同 岡 市

〃

市

市

役 所

所

所

一昌

音
同

山

岡

役

役

石

○松  下     力
舛 田 吉 光

酒 井 直 人

毛  利  達  彦

高   岡
石   川  県
北   陸   ゴ
金   沢

電 話

育

セ

局

館

ン

所

体

一

市 役
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成年男子

都道府県名 監 督 。選 手 名 所 属 備 考

愛 矢日

○山  本  秀  樹
坂  井  外 喜 男
須  貝  英  徳
峰    登 志 郎

ト ヨ タ 自 動 車

′′

〃

由一ユ 田 工 機

一示 者6

藤

尾

橋

井

斉

村

三

平

○ 篤 司

勉

彦

悟

本́

朱 雀

社

水

一局

子

一局

校

同 士
心 女 大 学

洛 校

京 都 中 央 信 用 金 庫

大 阪

○伊 勢 田

森  下
谷  田
保  科

〇小  谷
出  石
山  本
山  下

鳥 取

岡 山

○中  山
平  田
藤  原
若  林

睦

重
　
一

雄

男

志

任芋6

川 崎 製 鉄 榊 水 島 製 鉄 所
〃

山 陽 ド ラ ム 缶 工 業 榊
三 井 造 船 榊 玉 野 事 業 所

香

○辻  本  義  文
日  下     昇
上   原     明
小  西     太

四 国 貯 蓄 坂 出 支 店

ラ ケ ッ ト ボ ッ ク ス ァ ッ ド

全  労  済  香  川
高  松  琴  平  電  鉄

ム
ロ
¨ 本

〇西  田  寿
工  士  恭
権  藤  浩
界     圭

明

司

一
一

甲 佐 一局 校

1 i .y l. :, = 'y 7 t - )v-? >
第 音

同 校

東 野 中 学 校

'中

縄

○大

石

下

富

基

久

彦

公

信

敏

一

山

黒

地

里

沖

糸

沖

島

縄

満

県

高

庁

校

校

校

縄

尻

工

養

業

護

高

学
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▼ 成 年 女 子 ○印は監督

都道府県名 監 督・選 手 名 所 属 1南 考

北 海 道

○岡

本ロ

カロ

藤

伝

子

子

子

津
　
　
津

美

洋

〓
一

本

田

藤

本

地
☆
可 誌

同
　
〃
　
〃

船

中晃 西 陵
二父

山 形

○清  水  秀  裕
東 海 林  文  子
伊 藤 恵 子

田  口  真 由 美

山 形 城 北 女 子 高 校

船   で ・ ん  六
榊       東       陶
腑 で ん

福 島

部

葉

辺

木

阿

千

渡

鈴

○ 裕  和
陽  子
多 喜 子

紀  恵

福  島
い   わ

呉

商 業 高

短

校

大き

レ
し 学

埼 玉

○黒  須     栄
高  野  和  代
小 寺 裕 美

上  田  佳 代 子

戸 田 ・ 蕨 保 健 所

ヨ ネ ッ ク ス 東 京 工 場

埼 玉 県 火 災 共 済 協 同 組 合

芝 中 学 校

東 一示

○殿  川  宣  勝
久  保  知 佳 子
上 村 美 香

徳  光  由 美 子

N

ク

Ｔ

〃

〃

ツネ

T

ヨ ス

山 梨

○久 津 りll     孝
高  田  幹  子
野  口  英  代
清  藤     和

甲 府 工 業 高 校

県 民 ス ポ ー ツ 事 業 団

府 南 一品 校

県 民 ス ポ ー ツ 事 業 団

,為新

○高  橋  賢  悦
月 岡 広 美

野  上  満  子
山 内 美 子

帥 銀

田

四
　
　
″

福

第 一丁

l141

新 潟 青 陵 女 子 短 大

一昌 山

○河  合  昭  博
今  川  真 理 子
大  谷  鶴  美
田  向  和  子

三 協 ア ル ミ ニ ウ ム エ 業 船

′′

′′

′′
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成年女子

都道府県名 監 督 。選 手 名 所 属 備 考

愛 矢ロ

○藤  江     至
宮  本  美 津 子
白  川  由  理
林     幸  枝

日 本 電 装

′′

′′

ト ヨ タ 自 動 車

上滋 加
貝

○古  川  正  行
川  島  直  子
青 山 寿 美

中 井 幸 恵

東

Ｙ

滋

東

レ

B

貝

レ

滋

Ｉ

銀

滋

賀

Ｃ

行

賀

大 阪

○宮  崎  克  己
田 島 志 乃

小 池 由 扶 子

谷 地 春 子

サ ン ト リ ー 株 式 会 社

〃

′′

′′

鳥 取

真

田

山

村

高

福

陶

杉

○ 広

麻 寿 美

聡  子
ひ ろ み

米 鉄 局 後 藤 車 両 所

鳥  取  三  洋 電  機
ナ シ ョ ナ ル マ イ ク ロ モ ー ター

岡 山

○藤  原     航
天  野  員  理
合  田  な お み
岡    百 合 子

三 井 造 1合 帥 玉 野 事 業 所

株 式 会 社 ク ラ レ 岡 山 工 場

株  式  会  社  松  本  組
岡 山 市 総 合 文 化 体 育 館

未
日

○藤  原  和
山  田  高
永  井  明
桑  田  和

文

子

美

代

高 松 工 芸 高 校

チ エ リ モ ヤ

百 十 四 銀 行

高 松 琴 平 電 鉄

福 岡

○桶  本  百 合 子
高  見  み ど り
浜    マ サ 子

磯 村 久 美

日 本 生 命 保 険 m小 倉 支 社
西 日 本

ト

銀
一丁

ベ ス 帝
」 器

ム
Ｈ
“
本

○冨  田     浩
早  田  彰  子
井  村  由  美
大  蔦  み ど り

西 日 本 電 材 榊

′ト リ|1中 学 校

祗 用 中 学 校

九 州1日 本 電 気 機
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○印は監督▼ 少 年 男 子

都道府県名 監 督・選 手 名 属所 考イ薦

北 海 道

司

宏

行

和

一
隆

秀

忠

口

藤

藤

○井

伊

林

工

第 一 高 校

〃

〃

″

中晃

青  森

秀

享

彦

訓

雅
　
　
孝

嘉

崎

村

山

村

宮

木

丸

西

○ 校一局業

′′

′′

′′

工一削弘

形山

生

郎

之

二

一
志

信

俊

庭

田

崎

在

鍬

今

柴

安

所

校
　
　
校

高

役

形
　
　
高

山
　
　
業

市
　
　
〃

学
　
　
工

岡

大

　

黒

本

鶴

日

　

羽

埼  玉

夫

彦

治

慎

秀

文

敏

音6

田

り||

崎

阿

町

中

山

○ 校同

〃

′′

′′

尾上

奈神

彰

彦

郎

彰
一

友

幸

稔

柳

家

上

野

〇青

中

百

日

校

校

校

校

高

高

高

大

園

高

学

科

成

吉

商

開

見

浜

子

住

横

逗

鶴

山  梨

寛

史

努

寿

同

延

子

田

石

佐

金

内

興

岩

○ 校

校

校

一局

一局

昔
同

業工府

日

甲

日

山

彦

樹

成

高

成

直

芳

夢

沢

田

田

木

松

吉

越

城

○ 校

〃

′′

不 二 越 工 業 高 校

昔
同工岡高

石

範

満

修

基

重○彼  島
石   田
武  田
小 池 田

金 沢 市 立 工 業 高 校

′′

′′

′′
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少年男子

都道府県名 監 督・選 手 名 属所 考備

知愛

紀

久

豊

彦

正

勝

英

野

村

藤

川

中

田

近

石

○ 校

校

高

昔
回

電名

″

東

″

大

府

工愛

大

加只ヱ滋

信

浩

義

生麻

良

哲

昌

草

上

回

村

木

○藤

山

田

鈴

校昔
同山

′′

〃

〃

叡比

大   阪

生

二

周

佳

兼

一央

藤

山

本

原

近

常

松

藤

○
校音

同

〃

′′

′′

原

取′鳥

樹

樹

徹

宏

茂

茂
　
　
靖

木

部

田

島

柏

渡

村

手

○ 子

校

境 港 工 業 高 校

米Ｔ

高

〃

TN

境

口山

治

進

治

彦

捷

　

義

正

浦

冨

子

内

三

内

金

田

○ 校

校

高

一昌

業

〃
　
″
　
」吻

工

南

井初「

新

香

浩

隆

司

造

佳

博

隆

正

野

岡

本

田

岡

満

岡

奥

○ 校高業

〃

〃

′′

商松昔
同

長  崎

司

太

典

隆

一
圭

英

清

藤

田

上

辺

鉱

永

村

渡

校

″

′′

佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校

音
同1甫覆

本
ム
ロ
“

文

猛

幸

昭

博
　
　
宏

秀

屋

住

野

山

治加

久

畑

本

○ ラ ケ ッ トシ ョ ップ ォ ー ル マ ン

熊 本 商 科 大 学 付 属 高 校

〃

′′
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▼ 少 年 女 子 ○印は監督

都道府県名 監 督・選 手 名 所 属 考

北 海 道

○上  山  功  夫
佐 々 木  美  緒
目  黒  ひ と み
古  川  正  枝

北 海 道 教 育 研 究 所

札  幌  清  田  高  校
′′

旭   川   北   高   校

土目 森

○佐  藤  正  明
平 間 由 紀

佐  々  恵  理
乳 井 智 秋

千 葉 学 園 青
同 校

′′

′′

′′

］石 手

○伊  藤  張  二
斉  藤  美 由 紀
畠  山  富 士 子
照  井  亜 希 子

」削

需

一化

校

校

校

一局

一局

一局

一二

業

第

農

沢

岡

巻

宮 城

○片  桐     勉
阿  部  福  子
小  沢  由  美
高 橋 基 子

聖 ウ ル ス ラ 学 院 高 校

′′

′′

′′

秋 田

○加  藤  和  敬
小  林  美 加 子
工  藤    忍

嵯  峨  や よ い

ム
ロ 代 農 業 一局 校

′′

′′

Jヒ秋 Fl 音
同 校

山 形

○高  橋  恵  吾
渡  辺  か お り
近  藤  美 知 子
秋 場 奈 美

新 庄 南

″

昔
同

二父

米

鶴

沢

岡

工

家

業

政

昔
同
　
一口同

共
又

　

」ゲ
＾

福 島

○矢  仲  栄  一
武  藤  亜 希 子
菊 地 恵 美

大  関  ・美 和 子

店

校
　
　
校

具

昔同
　
　
一局

建

子
　
　
子

仲

女
　
　
女

矢

松
　
　
津

０

若

　

会

茨 城

〇小 島 一 夫

松 本 啓 子

小 松 崎  美  恵
塚 沢 昌 子

総 学 院 一局 本交

′′

′′

′′

常
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少年女子

都道府県名 監 督・選 手 名 所 属 備 考

栃 木

○森  田     昇
庭 野 裕 美

黒 須 洋 子

り|1   本寸   順   子

校
　
　
校

高

　

一局

子
　
　
南

女
　
　
城

岡
　
　
山

真
　
　
小

群 馬

○鏑

土

り||

八

博

美

子

みレ⊂

智

恵

靖

ひ

木

屋

越

木

前

太

桐

前

橋

田

生

橋

東 商 業 高

品

局

高

校

校

校

校

女

女

子

子

東 商 業

埼 玉

○大  高  史  夫
秋  元  美 佐 緒
大  田  1見  子
清  水  由 糸己子

越

上
　
　
越

谷

一局

南
　
　
〃

南

尾

一局 校

校
　
　
校谷 昔

同

千 葉

○戸  谷  芳  雄
村 上 文 江

行  方  紀  子
田  辺   と  し

茂 原 1司 校

〃

′′

〃

東 一示

○金

日

西

森

三

美

子

美

矢

由

良

朋

亜

真

崎

木

沢

日 本 大 学 鶴 ヶ 丘 高 校

′′

〃

文 化 女 子 大 付 属 杉 並 高 校

ネ申 奈 り||

○佐  藤  亮  二
貞  本  順  子
森     祐  子
芦 田 智 江

一昌 士 見 丘 昔
同 校

〃

〃

北 鎌 倉 女 子 学 園 高 校

山 梨

滝

今

早

日

○ り‖        1多

井  景  子
川  美 恵 子
原  恵 美 里

甲

増

府

穂

商

商

業

業

昔
同
　
一日同

校

校

山 梨 校I司

新 潟

○佐

山

′ト

棒

′夫

子

子

子

美

童
ロ

秀

由

美

匡

藤

田

林

新 陵 音
同

ι父

′′

目

45



都道府県名 監 督・選 手 名 属所 考備

長   野

禅

美

保

里

勝

美

裕

森

沢

村

金

大

杉

森

○ 校

　

校高

高

葉二

月

訪

望
　
　
諏

山

隆

代

子

都

千

佳

芳

美

智

志

水

木

沢

谷

清

藤

能

亀

○ 校音
同子

′′

〃

′′

女岡高

石

一
子

代

子

裕

絹

裕

西

田

り||

前

村

中

谷

門

○ 校

校

校

校

高

高

高

高

水

陽

水

向

一
一

沢

沢

山

沢金

尾

金

金

福  井

昇

勢

子

美

登千

清

直

○蓬 葉 谷

宮  崎
慶  秀
毛  利

校

校

　

校

高井福

高

　

高

属附大

賀
　
　
山

工井福

敦
　
　
勝

岡静

稔

ゆ  み
か お り

久 美 子

田

辺

木

藤

中

渡

鈴

遠

○ 校

校

校

校

高

昔
同

一局

一局

東

東

宮

宮

原

井

士

士

一昌
　
士
口

岱
（　
碁昌

知愛

子

子

子

子

洋

久

康

智

木

熊

坂

鈴

墨

稲

彦

○ 校

校

校

校

学

高

高

中
　
　
　
高

園

徳

徳

学

淑

淑
　
　
　
羽

知

都

知

愛

市

愛

丹

二   重

夫

子

子

子美

具

律

育

久

田

り||

矢

村

駒

市

関

中

○ 校

　

校

高

音
同

日
］
　
〃
　
　
　
　
″

阪

学暁
　
　
松

阜岐

修

美

子

紀

由真

裕

真

〇小 木 曽

加  藤
水  野
宇 佐 美

岐 阜 女 子 商 業 高 校

〃

〃

〃
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少年女子

都道府県名 監 督 。選 手 名 属所 考イ庸

賀滋

久 美 雄

薫

子

美

祐

智

浦

村

下

濱

松

河

藪

○ 滋 賀 女 子 高 校

校

校

高

高

〃

山

東

叡

津

比

草

京   都

夫

子

子

穂

美

保

由

知

美

山

水

中

田

宇

清

田

新

○ 校昔
同子

′′

′′

〃

女安成

阪大

明

子

子

恵

輝

貴

高

和

岡

川

里

井

片

利

南

金

○ 四 條 畷 学 園 高 校

〃

′′

校一局宮今

兵  庫

幸

紀

代

子■Ｔ

和

麻

和

美

本

井

村

林

藤

長

大

福

○ 校

校

一局

昔
同

院

園

〃

〃

学

学田

夙

園

奈  良

利

里

子

子

博

真

恵

佳

田

尾

島

田

武

堀

上

松

○ 校音
同

〃

″

〃

条

和 歌 山

夫

美

り

世

ど

幹

麻

み

佳

間

村

下

岡

門

岡

木

高

○ 校

校

昔
同

同

〃

″

宮

林

新

星

鳥  取
一
子

子

美

美

誠

文

由

晴

内

歳

山

辺

ノ竹

竹

下

渡

○ 校一局一山
　
″
　
〃
　
″

倉

島  根

治

子

加

るち

篤

敦

多

み

本

中

部

崎

山

田

安

尾

○ 校昔
同業

″

″

〃

商江松
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都道府県名 監 督・選 手 名 属所 考

山岡

志

子

美

里土自

清

昭

晴

香

利

林

井

王

毛

西

紀

松

○ 校一品子

′′

′′

′′

女陽山

広  島

史

紀

子

美

佐

雅

由

千

直

田

光

土

立

藤

久

宇

足

○ 子  高  校
′′

′′

′′

女
山
争鈴

口山

郎

代

子

子

美

信

佳

久

浩

田

辺

原

田

池

田

松

村

○
共
矢

共
叉一呂

古
回

〃
　
〃
　
」吻

森

南

音
同

剰i

香

雄

子

り

枝

お

信

彰

か

朋

尾

上

田

川

高

道

稲

西

○ 校一局央

′′

′′

′′

中松一局

島徳

泰

古

子

子美

嘉

法

靖

久

岡

川

本

本

平

春

宮

山

○ 校

校

校

校

一呂

一呂

一局

一局

業

西

佐

商

島

千

島

松

城

日

徳

小

愛  媛

二

子

子

子

美

和

江

寛

久

身

里

見

本

地

松

逸

真

加

重

○ 校昔
同

′′

′′

′′

条西

高   知

三

り

代

代

お

健

さ

佳

康

○勝 賀 瀬

森  下
中  山
山  本

校古
回子

′′

′′

′′

女佐土

福   岡

子

美

美

美

士

智

富

由

由

野

村

島

庭

樽

田

田

間

○ 八 幡 大 学 附 属 高 校

〃

′′

′′
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少年女子

都道府県名 監 督 。選 手 名 属所 考イ薦

加目（
佐

彦

美

美

子

枝

孝

里

千

京

地

塚

崎

島

築

鬼

梅

江

○ 校昔
同子

′′

′′

′′

女賀佐

長   崎

三

紀

子

愛

衣

良

美

麻

野

田

下

藤

春

山

山

伊

○ 校一局子

″

〃

″

女1島鶴

育員     冽ヽ

治

美

秋

子美

直

知

千

喜

尾

利

辺

南

松

毛

渡

○ 熊 本 信 愛 女 学 院 高 校
″

″

熊 本 中 央 女 子 高 校

大  分

之

香

美

美

信

里

京

尚

田

津

崎

井

吉

河

磯

堀

○ 校一局子

″

〃

′′

女日召

宮  崎

作

子

る

紀

―
ノ
　

一ま

周

ル

か

美

村

野

地

田

小

猪

湯

原

○ 校

校

昔
同業

〃
　
〃
　
一局

商山奇宮

妻

鹿 児 島

健 二 郎

智  子
ま ゆ み

登 紀 子

口

村

城

山

原

吉

玉

岡

○ 校

校

校

校

一呂

高

高

業

子

高

農

女

　

島

田

島

内

児

世

児

加

鹿

川

鹿

沖  縄

郎

子

子

歩

一
一　
　
奈

正

末

美

次

城

内

原

末

大

山

上

○ 校

校

学

高

/1ヽ

i商

泊

糸

|
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男女総合は皇杯得点)成績一覧表

「X分

都道

府県名

成年男子 少年男子 成年女子 ′1/Nイ litt r 種

別

得

点

合

計

競
技
得
点
算
出
順
位

男女総合成績 (天 宅杯得点 )

位

種

別

得

点 位

種

別

得

点 位

種

別

得

点 ■．■

種

別

得

点

算 出 基 礎  | 〈［

位

競

技

得

点

種
別
優
勝
得
点

参

カロ

得

点
1 北海道

青 森
3 岩 手
宮 城
秋  田
山 形

7 福 島
茨 城
栃  木
0 群 馬
1 埼 玉
千 葉

3 東 京
神奈り|

山 梨
新 潟
長 野
富 山
石

福  井
静 岡
愛  知
二 重
岐 阜
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡  山
広 島
山  口
香 川
徳 島
愛  媛
高 知
福  岡
佐 賀
長 崎
熊 本
人  分
宮 崎
鹿児島

沖 縄
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女子総合 (皇后杯得点)成績一覧表

区分

都道

府県名

成 年 女 子 少 年 女 子 種

別

得

点

合

計

競
技
得
点
算
出
順
位

女子総合成績 (皇后杯得点)

位

種

別

得

点 位

種

別

得

点

算 出 基 礎 ‖頂

位

競

技

得

点

種

別

優

勝

得

点

参

加

得

点

1 北海道

2 青 森
3 岩  手
4 宮 城
5 秋  田
6 山 形
7 福 島
8 茨 城
9 栃  木
0 群 馬

1 埼 玉
2 千 葉
3 東 京
4 神奈川

5 山 梨
新 潟

17 長 野
富  山
石 川
福 井
静 岡
愛  知
二 重
岐 阜
滋 賀
京 都
大  阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山  口
香

徳 島
愛  媛
高 知
福  岡
佐 賀
長 崎
熊  本
大 分
宮 崎
鹿児島

沖 縄
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過去の成績一覧表

◎第 4回 昭和24年 東京都 東京YMCA(個 人戦オープン)

順位

種別
位 位 位

一般男子 単 東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子 複
秀
男

敏
光

田
井

広
藤

一示東 悧 |1霜 一　
士
ロ

一浮
万馬

Jヒ海道
{箱  整 三 爺

一般女子 単 神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈り|1遠 藤 文 子

一般女子 複 脚 |{喜 子

子
よと
文

田
藤 ffi+,il {,$

子
き

歌
た

林
村

里
子

千
範

沢
藤

吉
後

知愛

◎第5回 昭和25年 愛知県 栄小学校、自鴎小学校、東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)
順位

種別
位 位 位

一 般 男 子

秀
男
宏
久

敏
光
淳
康

田
井
宮

田

広
藤
小
山

一示東

一
吉
次
道

淳
万
直
武

馬
谷
本

岡
相
小
松

奈神

保
郎
俊
守

三
英

藤
上
西
林

佐
村
葛
若

道海北

一 般 女 子

子
子
子
子

よ
　
　
み

と
文
歌
と

田
藤
林
川

吉
遠
小
荒

奈神

子
子
子
子

鈴
綾
久
照

谷
江
田
田与

水
堀
保
伊

知愛

代
栄
子
子

絹
　
信
京

藤
藤
賀
岡

伊
安
佐
片

道海北

高 校 男 子

裕

三

一
夫

周
健
卓

田
山
塚
中

石
神
大
島

北海道

男
雄
司
勇

光
成
健

川
辺
竹

口与

石
渡
大
野

知愛

明
喬

実

一

道

弘

　

昂

松
井

井

岡

村

江
藤

奈神

◎第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校、同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)

位 位 位

一 般 男 子

秀

明
久

敏

道
康

田

　

田

広

岡

山

一示東

治
司
彦

忠
健
和

越
竹
野

玉
大
大

阜岐

男
雄
男

光
成
和

井
辺

藤
渡
蟹

知愛

一 般 女 子

子
子
子

綾
久
照

江
田
田与

堀
保
伊

知愛

子
え
子
さ
重

悦
ま
八

原
田
石川
1言

代
子
子

絹
京
澄

藤
岡
原

伊
片
栗

道海北

高 校 男 子

治
勇

一

安
　
健

部

口
松

服
野
之

知愛

直

夫

一

正

貞
秀江

東

西
諸

石 岐 阜
1看 [ 彗
尖
:|

52



過去の成績

◎第 7回  昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県 )
川貞t立

種 男||
位 位 位

一 般 男 子 神奈川

秀
明

一
雄

敏
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

北海道

裕

二
俊
郎三

周
英
豊

田
山

西
坂

石
神
葛

野

東 京

実
敏
茂
朗

二早
　
芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

一 般 女 子 石 り||

え
子
子
絵

さ
　
重

ま
悦
八
衣

原
　
田
倉

貝
登
高
米

東 京

子
子
子
子

江知
成
京
京

中
谷
瀬
寺
之
野

田
中
生
小

愛 知

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

高 校 男 子 東  京

雄
彦
潔
治

文

一
　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

神奈川

男

司
明
則

和

英
弾
光

倉

根

藤
島

新

関
内

伏

石

一
夫
三
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

高 校 女 子 兵 庫

子
子
子
子
津

延
貞
美

一

瀬
尾
原笠

広
西
小
関

山 形

子
子
子
明
美

照
弘
久

藤
嵐
藤
藤

十
佐
五
斎
佐

神奈川

子
子
子
緑

代
良
美
光

川
野
田
島

大
竜
藤
中

◎第 8回  昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子

秀

豊

久
博

敏

　
順

田
治

崎

田

広
佐

川
杉

奈神 東 京

藤 井 光 男
諸 江 秀 一
相 川 十一郎
萩 原   誠

司
三
昭
郎太

健
竜
哲
金

竹
岡
羽

大
松
丹
林

阜岐

一 般 女 子

子
子
子
子
み

文
歌
と
智

藤
林
川
野

遠
小
荒
小

奈申 北海道

子
江
子
子

久
弘
貴
悦
重

元
津
部
井

岡
梅
阿
荒

り||石

え
子
子
子

さ
　
磨

ス

ま
悦
須
ヤ

原
　
谷
駒

貝
登
島
町

高 校 男 子

敏
則
男
充

兼
正
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

片
加
長
井

道海北 石 川

男

而
男

一

桂
直
幸

健

尻
　
外

崎
田

江
辻
半

岡

神奈川

啓
夫
彦
明

牧
利
弘

川
岡
井
藤

越
花
折
内

高 校 女 子

子
子
子
子

美富
京
範
幸

堀
津
藤
本

西
谷
佐
松

城宮 香 川

子

子

子

誉

武

久

西

山

鍋

大

秋

真

神奈り||

子
子
子
子
代

良
光
美
澄

川
田
野
野多

大
藤
竜
波

◎第 9回  昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県 )
順位

種別
位 位 位

一 般 男 子

治

司

三

中
営
健
土電

越

竹

岡

玉

大
松

阜岐 愛 知
勇
治
夫

与
貞

□
部
熊

野
服
稲

富 山
正

一
男久

友

亥

水
谷

木

清

釣

荒

一 般 女 子

子
子
子

美富
範
京

堀
藤
津

西
佐
谷

城宮 石

子
え
信

さ

悦
ま原

谷

登
貝
渋

愛 知
子
子
子

久
照
綾

田
田
江
与
保
伊
堀

高 校 男 子

健
正
昭

広
雅

場
友
藤

豊
御
伊

知愛 石

信
三
昇

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

愛 知
一
宏
潔

健沢
内
辺
一豆

富
伊
渡

高 校 女 子

子
子
子

信
桂
享

田
藤
形

武
伊
尾

島声田 岡 山
美
子
子

嘉
文
基

森
野
宅

大
友
三

愛 知
子
子
子
美
範
久
泰

沢
室
竹

大
大
大
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◎第10回 昭和30年 神奈川県 神奈川体育館、鶴見女高体育館 (総合優勝 神奈川県 )
‖1貝E

種別
位 位 位

一 般 男 子

秀
博

明

敏
　
道

田
田

広
杉
岡

奈申
司

三
弘

健

竜

竹
岡
井

大
松
酒

阜岐
一
男
満
久
友
亥

谷
木
木

釣
荒
高

山富

一 般 女 子

子
　
子

信
　
桂

田
　
藤

武
　
伊

島百ロ 倒
1霙

子
子
子

みと
歌
良

川
林
川

Jヒ海道
|[ 言 曇
久
:

高 校 男 子
一
英

一

栄
克
順

井
島
岡野

永
北
小

一思東 石川
1党 :外喜[

紀
房
至

仁
隆

田
垣
角

生
板
羽

形山

高 校 女 子

子
子

子

文

節
基

野

田
宅

友

権

三

山岡

子
節

子

功

　

静

木
津
丼

々佐

三
菅

城宮

子
代

子

豊
紙

怜

田
田
村

永

藤

藤

香

◎第‖回 昭和3:年 兵庫県 神戸YMCA、 生田中学 (総合優勝 岡山県)
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子

博

明
久

芳

昌

田
藤

藤

杉

佐

佐

奈神
弘

男

平

益

節
俊

田
木

村

上

増

武

阪大

志

一
道

清

俊

利

利

田
原

毛
前

石
山岡

一 般 女 子
子
江
子

美富
静
範

堀
寺
藤
野
西
小
佐

城宮
子
子

子

文

節

政

野

田
本

友
権

光
山岡

子
子
子

貞
洋
奎

尾
藤
森

西
加
金

庫丘
（

高 校 男 子 倒
1営 量保誉

夫

徳

一

邦

正

竜

柳

桐
本

ツ
田

四
小
岩

道海北

房

考

志

隆

重

勝

垣
岸

水

板

山

鎚

形山

高 校 女 子
工
子
子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香
子
子
絢

桂
寿

林
田
岸

小
戸
根

山岡

◎第12回 昭和32年静岡県 富士市体育館、富士高講堂 (総合優勝 神奈川県 )

種別

順 位
位 位 位

一 般 男 子

朗

博

男

芳

　
和

藤

田
倉

佐

杉
新

奈申
雄
潔
三

文
　
俊

月
石
木

望
力
鈴

一示東

夫

隆
商

良

嘉
修

中

野
山

島

星
神

道海北

一 般 女 子
工
子
子

キ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香
子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権
光
小

岡
子
子
子

良
歌
英

川
林
川
脚
1倉

高 校 男 子 神奈り||1富

 彙 級 骨

夫

男
章

明
和

知

井

田

酒

村

堀

石

隆

祐

豊

英
野
脇

田

平
森

富

根島

高 校 女 子
1田  島 外茂子
香川
1嘗 平今ャ羊

子
子
子

良
弘
禎

橋
村
野

掛
西
佐

岡静
子

子

子

喜

美

順

悠
富

田

田

田

有

長

松

石

54

節

子

子士
′し、

英

与

浦

倉
浦

三
沼

三

城宮



過去の成績

◎第13回  昭和33年 富山県 高岡女高体育館、南星中体育館 (総合優勝 東京都 )
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子 東  京
敏
啓
夫

兼
　
牧

石

川
岡

片
越
花

神奈川

博
朗
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

大  阪
弘
弘
志

芳
益
清

谷
田
王

高
上
松

一 般 女 子 香 ,||

工
子
子

ヌ
　

茂

キ
久
外

井

下
島

横

山

田
神奈川

子

子
子

歌

良

文

林

川
見

小

大

二
岡  山

子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権
光
小

高 校 男 子 山  形
弘
憲
賢

義
善

森
垣
林

金
板
小

東 京
春
司
肇

幸
武

＋今
氷
一戸

鈴
宮
貝

奈 良
一
嗣
正

晃
高
安

森
榎
中

高 校 女 子 香
子
子
子
み

文

と
和

本

木
本

藤
有
福

富  山
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾野

高
中
栂

石  川
子
子
子

久紀
節
光

崎
　
多

山
川
竹

◎第14回  昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県 )
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子

朗

久
潔

芳
昌

藤

藤

口

佐
佐

関

奈神
治
夫

男

正
治
和

田
井

田

新

酒
村

石 大 阪
士
い
憧
塁
貝

清
康

王
松
松

松
小
小

一 般 女 子 神奈川
子

子

子や

良

文

み

川
見

野

大

三
椎

工
子

子

ヌ
　

ヤ

キ
久

ツ

井

下

川

横

山
宮

香 富  山
子
子
子

あ
洋
玲

坪
島
島

大
高
中

教 員 男 子

博

剛

治義

田
本

原

杉

山
石

奈神
雄
夫
郎四

茂
敏
敬

藤
来
野

佐
宝
北

阪大 東 京
郎

司
規

士
心
登
和
直

田
川

田

平
市

柳

高 校 男 子 宮 城
一
雄
宏

紘
保
昭

部
江
斐

渡
堀
甲

彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

道海北 神奈川

彦

三
充

洋

恵
拓

本

崎
坂

山
岡
小

高 校 女 子 香

子

子

子
み

文

と

和

本

木

本

蔵

有

福

子
子
子

ツ

利

セ
待

沢
村
原

伊
志
石

岡静
尾
　

井

野栂

橘

酒

山富
桂 子
美智子
美智子

◎第15回  昭和35年 熊本県 菊地市体育館 (総合優勝 富山県 )
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子
一
英

肇

栄
克

井

島

戸

永

北

貝

一示東 神奈川

朗
治
勤

芳
啓

藤
藤
石

佐
遠
砥

富 山
男
徳
雄

久亥

三
幸

木
沢
野

荒
扇
大

一 般 女 子
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾野

高
中
栂

ｄ富 秋  田
工
子
子

チ
政
満

坂

村
山

脇

木
横

静  岡
江

子
子

津

　

ツ

志
利

セ

村

沢
村

野
伊
志

教 員 男 子
匡
夫
寛

晴
方
山
藤
原
北
河
茂

石 神奈川
博
剛
治義

田
本
原

杉
山
石

秋  田
三
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

宮
脇
鈴

高 校 男 子
三
充

彦

恵

拓

敏

崎

坂

川谷

岡
小

長

奈神 山 形
彦

男

一

勝

勇

清

藤

沢
橋

佐
出

高
新 潟

手
淳
祐洋

部
原
藤

阿
笠
伊

高 校 女 子
子
子
子

智
智
美
美
敦

井

田

橘
酒
平

山富 香

子
子
子

文
信
久

井横
林
森

秋  田
子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長
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◎第16回 昭和36年 秋田県、象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)

順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子 東 京
敏

一
男

兼
栄
忠

石
井

野

片
永
星

神奈川

朗

三

治

芳

恵

啓

藤

崎

藤

佐

岡

遠
rlr IV

房
男
任

隆

勇
垣
沢
村

板
出

北

一 般 女 子 富  山
栂野尾 桂 子
橘   美智子
酒 井 美智子

秋  田
十
子
子

政
満
奉

村
山
橋

本
横
高

香  川
子

子

子

ヤツ
知

文

川

井

井

宮

福

横

教 員 男 子 石

匡
夫

三

晴

圭

万
山

尻

原
北

河

江
神奈川

博
郎
彦
三敬
捷

出
田
山

杉
岡
秋

秋  田
隆
司
喜

安
裕
弘

坂
木
橋

脇
鈴
高

高 校 男 子 新  潟
一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

北海道

光

潔

治

き昌
　

直

村

浦

本

中

松

松
山 梨

勲
男
博

真
出
山

川

半
秋
早

高 校 女 子 山  形
子
子
子

弘
詔
淳

藤
原

口

笠

佐
小

矢
静  岡

子
江
子

紀
博

昭

木
野
山

高
天
影

秋  田
十
子
子

津
　
モ

夫
綾

モ

謄
山
門

伊
横
大

◎第17回 昭和37年 岡山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県)

順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子 東 京
男
豊
雄

中心
　

鎮

野
田
門

星
富
井

神奈川

治
勝

三

啓
敏
恵

藤
木
崎

遠
鈴
岡

愛 知
英

雄

一

克

好

陽

島

宮

川谷

北

小

長

一 般 女 子 香 川
十
子
子

知
文
久

不
井

福
横
森

富 山
橘   美智子
酒 井 美智子
栂野尾 桂 子

秋  田
十
子
子

政
満
奉

村
山
橋

本
横
高

教 員 男 子 石

匡
夫

三

晴

圭

万
山

尻

原
北
河

江
神奈川

博
彦
郎三

捷
敬

田
山

田

杉
秋
岡

秋  田
隆
司
光

安
裕
俊

坂
木
崎

脇
鈴
真

高 校 男 子 新 潟
務
男
紀

治
善

出
川
野

本
荒
阿

東 京
征
夫
誠

一
孝

一

野

田

西
須
関

青 森
昭
勇

明

国
　
義

谷
川
上
谷
奥
長

三

高 校 女 子 富 山
子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

秋  田
シ
子

子

ヨ

ト

サ
幸

塚

門

瀬

大

人

間
岡 山

子
枝
子

淳
百
泰

塚
放
村

高
重
七

◎第18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)

川貝[正

種別
位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄
憲
隆

好
善
整

宮
垣
熊

小
坂
稲

東 京
雄
司

一

鎮
武
栄

門
永

井
宮
堺

島 根
男
豊
茂

中心
　
春

野
田
崎

星
富
山

一 般 女 子 秋  田
子
子
子

満
奉
文

山
橋

崎

横
高

長

り||香

子
子
子

茂外
文
久

島
井

田
横
森

富  山
栂野尾 種 十
酒 井 美智子
室 崎 光 子

教 員 男 子 石

北 方   匡
河原山 晴 夫
江 尻 圭 三

神奈川
杉 田   博
岡 田 敬三郎
秋 山 捷 彦

大 阪
大世古 吉 弘
北 野 敬四郎
片 岡 輝 明

高 校 男 子 新 潟
大
男
春

義
光

一

野
田

口

星
裏

樋
東 京

誠
安

正

一
　

和

村

屋

関

中

古
北海道

福 島 智 徳

林     守
久保田 和 男

高 校 女 子 栃 木
十
子
子代

相
昭
千

沢
本
出

前
松
小

新 潟
十
子
子

相
純
泰

藤
沢
内

後
茂
竹

北海道
十
子
子

辛
裕
泰

森
田
田

口向
音同
舟側
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過去の成績

◎第19回 昭和39年 新潟県 県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新潟県 )

川貝[正

種別
位 位 位

一 般 男 子 愛  知
雄
憲
昭

好
善
隆

冨
垣
吾
伸

小
板
岩

東 京
一
司

一

栄
武
栄

井
永

永
宮
堺

り||石

治
男
力

正
和

田
田
田

新
村
沢

一 般 女 子 香 川
十
子
子
茂
又
外
久

汗
島

横
田
森

秋  田
十
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

積
高
長

岐 阜
十
江
子

紀
博
蛍

不
野
后

口回
す人
山石

教 員 男 子 新  潟
一
司
夫

紘
　
俊

部
井
藤

渡
永
佐

石  川
匡

夫

三

晴

圭

方

山

尻

原

北

河

江
神奈川

博

郎

彦

三敬

捷

田

田
山

杉

岡

秋

高 校 男 子 新 潟
造
夫
毅

止
和

本
田
山

鈴
神

片
奈 良

天
修

一

方
　
年

本
壁

森
橋
真

富  山
昭
之

則

止
博

弘

野
野
林

工
盛
高

高 校 女 子 栃 木
子

ヨ
枝

カタ

コ
初

木

島

田

植

大

武
新 潟

千
子
子
美
重

泰
恵

八

内
本
野

竹
石
高

秋  田
ミ
子
子
枝

ミ

フ
美

ユ

佐々木
中 川
加賀谷

◎第20回  昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県 )
順位

種別
位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄
憲
彦

好
善
敏

冨
垣
川谷

小
板
長

東 京
一
司
六

栄

武
十

水ヽ
上

堺
宮

田
香

昭
朗
顕

義
立

条

口
田

東
山
牟

一 般 女 子 岐 阜
子
江
子

紀
博
康

木
野

田

口同
〓〈
一口同

香 川
子
子
子

文
久
和

井
　
藤

横
森
加

新 潟
子
子
子

相
妙
泰

藤
崎
内

後
石
竹

教 員 男 子 石

夭
匡

一

晴山
方

西

原河
北
村

北海道

良
剛
志

茂
　
弘

田
森
島

杉
笹
中

岡 山
志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛

三
柳

高 校 男 子 富  山
一
之
雄

昌
信
邦

尾
前

坪

野栂
寺

中
岐 阜

矩
修

則智

幸

　

美

山

関

堀
杉

尾
奈 良

才

一　
一

俊
憲

公

壁
村

野

具
河
滝

高 校 女 子 大 阪
枝

子
子

光

妙
栄

藤
脇

田

近
才
池

岐 阜
子
子
子代

葉
良
美

橋
葉
本

高
稲

川
栃 木

美
子
子
代

ト

明
喜

サ

野
崎

田

上
石
吉

◎第21回  昭和41年 大分県 日田林工高体育館 (総合優勝 新潟県 )
‖隕位

種別
位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄
憲

司

好
善
武

冨
垣
沢

小
板
安

山 梨
三
男

勇

恵
真

崎
山
上

岡
秋

三
大 分

司
也

一

武
大
俊

永

中
武

宮

田
春

一 般 女 子 岐 阜
子
江
子

紀
博
康

木
野
田

口同
〓〈
一日同

新 潟
子
子
操

昭
妙

藤
崎
藤

後
石
加

秋  田
子
子
子

満
奉

ユ

山
橋
谷賀

横
高
加

教 員 男 子 北海道
艮
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

石

綱原山 晴 天
北 方   匡
原   栄 一

岡 山
勝
志
敏

清
尭

毛
利
本

二
毛
柳

高 校 男 子 新 潟
次
宣

作

順
　
良

間
橋

田

本
高
奥

宮 城
我 妻 一 郎
市 川   清
寒河エ ー 利

り||香
一
弘
庸

相
健

忠

辻
崎

田

由
西
小

高 校 女 子 山 形
子

子
子

茂

　
ゲ

登
幹

シ

山
藤
藤

小
遠
伊

新 潟
子
子
薫

美恵
悦

間
下
坂

本
日
高

岡 山
息
子
子

博
恵
民

木
口
藤

湯
浦
佐
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◎第22回  昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県 )

種別

川貝[正
位

上
■

一
■

一 般 男 子 愛  知
憲
司
宏

吾
武

一

垣
沢
林

板
安
小

神奈川

平
彦

治

一
洋

啓

島
本

藤

小

山

遠
東 京

一
ユ́（
八

栄

十

平

上

橋

堺

田

本

一 般 女 子 香 り||
子
子

江

みと
文

真

木
井

本

有
横

山
新  潟

美

子

操

明

和

嵐

藤

藤

ト五

後

加
岐  阜

千
江

子

紀
博

雅

本
野
賀

局
天

虫

教 員 男 子 富  山
隆
郎
之

方
史
信

水
木
山

清
正
松

北海道

良

彦

夫

茂

惟

功

田
達

山

杉

安

上
宮 城

天

一
功

相
紘

戊
部

地

別
渡

菊

高 校 男 子 富  山
実
保
寛

田
島

ロ

米
松
谷

奈 良
一
昭

一

公

正

博

野
林

輪

滝
小

葛
宮  城

夫

夫

一

幹

哲

純

間

田

戸

門

山

木

高 校 女 子 新 潟
相 沢 マチ子
金 子 美知子
高 坂   薫

香

小 片 千恵子
竹 森 経 子
山 下 清 美

栃 木
田 仲 美津枝
枝   加代子
印 波 和 子

◎第23回  昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県 )
順 位

種別
位 位 位

一 般 男 子 山 梨
三

男

登

恵
真

崎

山

中

岡

秋

田
神奈川

平

一
人

一
悠

直

島

良

辺

小

吉

渡
東 京

一
征
誠

栄

一　
一

野

堺

西
関

一 般 女 子 岐 阜
十
江

子美

紀
博

久

不
野

藤

呂
天

安
東 京

とも子
小夜子
美津江

橋

野

仲

高

水

田
新  潟

美

子

子

明

和

邦

嵐

藤

林

＋五

後

小

教 員 男 子 真E  ′ド
治

参

身

直

勇

健

藤

原

南

工

芦
石  川

匡

栄 一

方
西

北
村
原

岡 山
志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

高 校 男 子 富  山
博
治
茂

敏
正

上
島

目

一
草
布

形

男
男
臣

好
光
政

藤
所
藤

遠
田
伊

岐 阜
昇
宏
男

路
守

田
藤
立

岩

後
足

高 校 女 子 大 阪
子

子

子

よ

泰

き

弘

山

山

崎

平

柴

高
香 川

子

子

子ろ

泰

幸

ひ

武

本

沢

宮

福

赤
新 潟

子

子

子

美

　

里

栄

礼

由

川

中

竹

堀

竹

大

◎第24回 昭和44年 長崎県 諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)

恙 位 位 位

一 般 男 子 山 梨
三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野
神奈川 東 京

一
征

誠

栄

一　
一

野
堺
西
関

一 般 女 子 岐  阜
局 木 紀 子
天 野 博 江

高 橋 千代美
東 京

とも子
美津江
小夜子

一局
田
水

橋

仲

野
京 都

り

子

子

お

枝

か

三

繁

井

下

崎

永

山

岡

教 員 男 子 熊  本
明
参

身

寿
勇

健

出
藤

原

由
工

芦
岡 山

志
勝

敏

清
　

尭

利
宅

本

毛

三
柳

石

北 万   匡
原   栄 一
村 西   一

高 校 男 子 新 潟 群 馬
内 田 通 夫
桐 生 台次郎
渡 辺   稔

奈 良
貢
久

幸

弘
昇

繁

原
田
本

官
岡

山

高 校 女 子 大  阪
子

子

美

よき

弘

照

山

崎

場

柴

高

大
岐 阜

子

子

子

恵

和

島

川

田
谷

及

脇

紅
栃 木

月

崎

津久

望

石

阿

しずか

茂 子
まさ子
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過去の成績

◎第25回  昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )

恙 位 位 位

般 男 子 山 梨
三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野
東 京

池 田 信 孝

栂野尾 昌 一
鈴 木 健 二

神奈川

平
人

三

一
直
聖

島

辺
本

小
渡
坂

般 女 子 新 潟
子
子

子
チ

愧

マ
和

中
沢

藤

竹
相

後
岐 阜

子

江

子士

紀

博

富

木

野

原

高

天

桑
栃  木

十
子

か

代

ず

昭
喜

し

不
崎

月

松
石

望

教 員 男 子 岩  手
士

夫

彦

彦

邦

和

木

木

沢

々

々

佐

佐

永
石  川

匡

一
之

栄
忠

方
　
本

北
原
松

真E  アド

明

参

身

寿

勇

健

田

藤

原

西

工
芦

高 校 男 子 奈 良
司

真

美

康

　

繁

内

川

巽

竹

西
石  川

治
治
吾

欽
勇
信

谷
村
山

銭
竹
青

岩 手
大
壮
雄

信
　
吉

稿
藤
藤

局
佐
佐

高 校 女 子 大 阪
子

美

子

理

代

真

八
幸

尾

本

本

西

秋

秋
栃 木

枝

子
江

敏
幸
静

林

井

田

小

藤
池

香

美
美

子

蒼
清

静

東
　

所

川
森

田

◎第26回  昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県 )
川貝i17

種別
位 位

一 般 男 子 神奈川

人
平
樹

直

一
秀

辺
島

川

渡
小
宮

山 梨
三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

岐  阜
夫
満

治

芳
　

義
田
藤

森
河

安

般 女 子 新 潟
美

子

子美

明

和

恵

木

藤

間

鈴

後

本
神奈川

子

子

子

も

良

と

陽

田
蓼

山

杉

味

秋
北海道

田 村 静 子
高 野 美千子
今 川 喜佐子

教 員 男 子 滋 賀
曰【
一　一
↑一

良
健
良

田
原
上

保久
藤
藤

和歌山
隆
味
伸

詳
光

西
藤

森
中
佐

熊  本
生

治

参

節

直

勇

郷

　

藤

本
南

工

高 校 男 子 新 潟
雄
裕
行

征
　
直

田
木
野

土

鈴
佐

和歌山

樹
徹
成

茂
　
忠

本
内

山
倉
岡

奈  良
美

弘
夫

繁
　
基

川

野
井

西
佐
中

高 校 女 子 大 阪
子

美

子

理

代

真

八

幸

尾

本

本

西

秋

秋
福  島

子
子
江
み

陽
す
瑞

葉
内

村

千
宮

木
岡 山

子
江
美

美
久
寿
喜

一

田
宅

杯
平

三

◎第27回 昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都)

種別

順 位
位 位 位

一 般 男 子 神奈川

平
人
樹

一
直
秀

島
辺
川

小
渡
宮

東 京
二
孝

一

健
信
昌

木

田
尾野

鈴

池
栂

山 梨
三

男

雄

恵

真

一

田

山

下

窪

秋

岩

一 般 女 子 東 京
恵

子
子

博

悦
茂

木
中
崎

湯

竹
石

愛 知
代
江
子

杏
静
康

本
田
居

橋
池
富

香 川
子
代
美

忠十
幸

清

片
西

小
小
森

教 員 男 子 和歌山

隆
味
夫

詳
幹

西
間

森

中
門

栃 木
晃
倍

昇

井
藤

田

別
斉

森
石

北 万   匡
原   栄 一
長谷川   進

高 校 男 子 奈 良
夫

正

弘

基

義

敏

井

田

中

南

辻
石 川

天
行
男

敏
敏
助

下
島

原
山
谷

岐 阜
惜
勝

一純

山
田
藤

古
角
後

高 校 女 子 大 阪
子
子
子

辛
幹

敦

本
田
田

秋
一局
徳

山 形
矢 口 洋 子
本 間 浩 子

今 田 真知子
千 葉

山 田 同 十

平 野 美千代
瀬 野 渚 美
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位 位 位

一 般 男 子 神奈川

平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笹

東 京
関   一 誠
栂野尾 昌 一
池  田 信 孝

愛  知
次
保
寛

頁間
島

口

本
松
谷

一 般 女 子 東 京
恵

子

子

チ

博

マ
悦

木
沢
中

湯
相
竹

香

乗
美
生

清
秀
弥

東
尾

森
川
長

岐  阜
天 野 博 江

広 沢 功 子
日比野 悦 子

教 員 男 子 滋 賀
英
信

二

艮
良
健

上
上
原

藤
藤
藤

石
一
進

修

栄

川

田

谷

原

長

和
山  形

司

三
夫

日
［
綸
側

井

山

藤

永
一呂
斉

高 校 男 子 富  山
美
之
雄

止
博

治

村
川

西
梶
上

福  島
繁
光

之

芳

弘

田
部

嵐十

寺
矢

五
奈 良

昭

三
夫

文

恵

利

田
重

内

池

松

坪

高 校 女 子 大 阪
子
子
子美

敦
幹
恵

田
田
野

徳
高
植

千 葉
子

代

美

千

尚

美

清

田

野

野

山

平

瀬
山 形

子
子

子

正
礼

友

田
水

原

堀

清

福

◎第29回  昭和49年 水と緑のまごころ国体 蒼嵩量喜尿省露
校体育館

(総合優勝 東京都 )

◎第28回  昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )

◎第30回  昭和50年 たくましくあすをひらこう みえ国体
二重県立松板

(総合優勝 石川県 )

順位

種別
位 位 位

一 般 男 子 東 京
池 田 信 孝
栂野尾 昌 一
今 井 茂 満

神奈川
半
樹
行

一
秀
教

島
川
井
野
小
宮
笠

愛 知
保

次

寛

貢

島
間

口

松
本
谷

一 般 女 子 東 京
子
子
子
知

よ

戊
真

き

崎
田
山

石
今
柴

香 川
子
子
美

静
豊
秀

所

口
東

田
山
川

北海道

子

子

子

千

静

美

百

村

野

島

田
高

藤

教 員 男 子 和歌山

夫
志
隆

幹
隆

間
藤

門
武
森

石 川
一
進

夫

栄

　

秀

川

来

谷

原

長

高
茨  城

佐  朦  利  日召
関 本 昌 和

大 川 健太郎

高 校 男 子 山 形
二
彦
之

孝
俊
信

山
島
藤

米
中
加

奈  良
一
和
博

良
久
信

本
倉

田

塚
小

村
福 井

辛
博

平

博
芳
幸

川
和
村

谷長
諏
中

高 校 女 子 新 潟
子

工
子
ノ
童
ロ

相
ソ
由

根
塚
藤

関
大
佐

香 川
夫
子
子

弓
英
具
千
幸

出
山
辺

午
片
渡

大 阪
植 野 恵美子
石 川 好 子
北 村 寿弥子

東 京
ll野: 凩 [神奈川

長谷川 群 馬{関   俊 夫

東 京{池 田 美 加

石 川{酒 井 直 人

大 阪{北 村 寿弥子
川 好 子
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過去の成績

◎第31回  昭和51年 若楠緑体
筆葦『 圭章重事撃模扉響館

(総合優勝 石川県 )
順 位

種 別 位 位 位

成

年

男

子

一  般 神奈川
平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

富  山
勉
男
男

光
和

泉

野
沢

今
牧
米
・

石  川
相 川
米

堂谷内

進
隆
均

正

教   員 石 り||
原   栄 一
長谷川   進
和 田   修

群 馬
．夫

司

郎次

俊

勇

台

井

生

関

今

桐
和歌山

夫
志
樹

幹
隆

茂

間
藤
本

門
武
山

成 年 女 子 東 京
恵

子
子知

博
茂
真

木
崎

田

湯
石
今

り||香

一子
子
醸

英
静
真

原
所

田

石

田
牛

大  阪
西 尾 真理子
谷   美津代
秋 本 幸 子

少 年 男 子 石  川
生
均
嗣

成
　
昌

山

田
本

重
森
坂
・

滋 賀
進
司
武

博
橋
山
堀

北
西
西

香

彦

明

二

勝

　

敬

野
原

田

半
上

木

少 年 女 子 大  阪
子

子

美

美

好

久

茂

川
　

村

右
平

河
新 潟

百

】
好

木
井
藤

青

藤
佐

東 京
子
子
子み

順
睦

ふ

永
枝

野

徳
松
丞

◎第32回  昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県 )
川負t立

種別 位 位 位

成

年

男

子

一  般 埼 玉
雄
雄
雄

幹
佳

証

崎
野

田

尾
飯
土
一

東 京
一孝

一
治

信

昌

欽

田
尾
谷
野
池
栂
銭

神奈川
平
行
弘

一
教
敏

島
井

小
笠
辻

教   員 石
一
進
光

栄
　
吉

原
悧

田
一

群  馬
一『
」
脚

井

原
生

今
栗
桐

和歌山

夫
樹
和

幹

茂
正

間
本
山

門
山
米

成 年 女 子 東 京
恵

加

子

博

美

茂

木

田

田

湯

池

池
一

大 阪
西 尾 真理子
谷   美津子
秋 本 幸 子

り||香

子

子

美由

英
静

真

原
所

田

右
田
牛

少 年 男 子 滋 賀
司

司

樹

博

忠

和

山

部

田

西

矢

山
栃 木

一水
明
忠

光
俊

田
郷
根

角
久
関
一

青 森
一
悦

二

勇
誠
俊

藤
美
内

丹
楠
島

少 年 女 子 大 阪
子
美
子

美久
茂
恵

村

□

半
河
原

高 知
理
香
枝

由
圭
史

田
村

田

浜

田
寺

青 森
一子
子
代

々

明

奈

瑞

西

下

沼

葛

山

柳

◎第33回  昭和53年 やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)
順 位

種別 位 位 位

成
年
男
子

一  般 千 葉
男

博

夫

光

和

龍

所

場

村

田

大

西
一

新 潟
勇
裕
男法

木
山

棒
鈴
丸

石  川
進
隆
均

正
相 川
米
堂谷内

教   員 石

進
光
修

士
ロ

川

田
田

谷長
　
和

群 馬
司
夫
和

勇
恒

盛

井
原
崎

今
栗
岩

熊  本
参
悟
文

勇
　
芳

藤
津
中

工
稲

田

成 年 女 子 大 阪
代

子
子

津美
幸

文

本
林海

谷
秋
東

福 岡
子
江
子

〈
ロ
百
富
峰

本
山

口

桶
丸

山
栃 木

子
子
枝

久
裕
藤

能
山

野向

紹
日
日

少 年 男 子 賞員  冽ド

憲

二
章

俊
浩
哲

石
藤
上

本
権
井

山  形
人
弘
徳

雅
正
英

井
嵐
貝
十
桜
五
須

滋 賀
浩
司
司

正
悟
栄

科
田
嶋

保
横

川

少 年 女 子 新 潟
美

枝

子

広

一
優

岡

沢

藤

月

中

斉
栃 木

子
子
美

代加
康

里

野
田
賀

上
高

海
大 阪

子
子
子

裕
恵

ス

川

口
田

合
原
北
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◎第34回  昭和54年 日本のバ、るさと宮城国体 宮城県西都市民体育館 (総合優勝 熊本県 )
川貝[正

種別
位 位

上
雛

成
年

男
子

一  般 千 葉
男
博
之

光
和
富

所
場
本

田
大
織

神奈川

平
清
明

一
　

敏

島

橋

小
高
菅

北海道

男
男
敏

好
敏
正

藤
村
原

遠

木
九

教   員 石

進
修
光士

口

川

田
田

谷長
和 群  馬

司
夫
博

勇
恒
智

井
原
木

今
栗
鏑

滋  賀
二
信
之

健
良
重

原
上
坂

藤
藤
脇

成 年 女 子 栃 木
子
枝

代

裕
藤

和

山

野向
日
目
大

大 阪
子
子
子

文

明
恵

林

西

口

海東

葛

原
香 川

井

田
川

平
山
前

佐代子
高 子
加イt子

少 年 男 子 熊  本
二
介
章

浩
英
哲

藤
上
上

権
村
井

り||香

治
太
史

佳
　
佳

野
西

田

岡
小
竹

少 年 女 子 大  阪
北 田 スミ子
植 田 日出子
冨 田 美千代

新 潟
子
子
子

り

直
え
栄

井
藤
岡

藤
遠
富

熊  本
代

子

子美

安

和
貴

添
峯

内

川
高

陣

◎第35回  昭和55年 栃の葉国体 栃木県真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県 )
順 位

種別
位 位

Ｌ
■

成 年 男 子

勉
隆
博

正
敏

泉
　
上

今
米

二

一示東
進
光
均

士
ロ

川

田
内

谷

　
谷

長

　
堂

石

平
治

明

一
隆

敏

嶋

田

小

池
菅

奈申

成 年 女 子

護
子
子
喜
洋
多
陽

辺
岸

端
渡
高

一示東
代
生

子

津美
弥
典

村

□

谷

若
阪

賀滋 愛 知
1倫 嘗 冒佳:

少 年 男 子

幸

夫

二

裕

英

進

本

端

浦

山

竹

松

賀滋

志

円
樹

正

　

正

島

堀

村

大

大

戸

木栃
章
男
幸

哲
幸
和

上
東

田

井
伊
福

本熊

少 年 女 子

子
子

美

美

和
貴

弘

峰
内

山

高

陳
森

本能
〔

代
織
美

全
千
升

田
木
崎

松
新
尾

阪大
子
子

子美

満

美

登

上
内

田

野
山
山

潟新

◎第36回  昭和56年 びわこ国体 滋賀県大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)
順 位

種別
位 位 位

成 年 男 子 富 山
li 

泉 勉
隆
永

正
加

伸
茂
美

光
　
英

藤
藤
元

佐
須
村

森土日

司
行
博

勇
克
智

井

庭

木

今

秋
鏑

馬群

成 年 女 子
恵
子
美

博
陽
広

木
岸
岡

湯
高
月

一示東
美津代
美千代
恵理子

村

野

谷

西
磯

賀滋
美
子
子
美

茂
久

明

村

　
西

河
平
葛

阪大

少 年 男 子
二
泰
昌

進
　
泰

浦
岡
田

松
片
辻

賀滋
二
次

二

修
健

康

野松

宮
宮

梨山
仁
博

啓

義

　

照

田
松

本

羽
村
宮

石

少 年 女 子

子

子
美

美貴
尚

弘

内
峯

山

陳
高
森

本熊
子

子

美

佳

貴

明

内
　
井

山
佃
永

香
子

子

子

知

代

美
咲
佳

内

崎

田

山
石

本

潟新
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過去の成績

◎第37回  昭和57年  くにびき国体 島根県大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県 )
川貝[正

種別
位 位 位

成 年 男 子

司
博

行

勇
智
克

井

木
庭

今
鏑

秋
馬群

勉
男
隆

和

正

泉

沢
今
米

米

山富

男

二
弘

好
孝
昌

藤
山
葉

遠
米

千
道海北

成 年 女 子 岡山
1景 會嘗堡大 阪1言 I 堡香言

子
子
子

津美
直
純

本
島

田

山

川
原

岡静

少 年 男 子

勉

昌

男

泰

吉

川

田
本

西
辻

杉

賀滋
則

一
治

克

浩

憲

尾
島

田

山

岡

羽

石
美
幸
郎一

征
利
誠

内
井
割

長
新
大

玉埼

少 年 女 子

子

澄

美

一黒太
香

春

田
井

原

松

石

鴻

阪大
美

子

みよ

弘
尚

き

山
峯

木

木
林
音
同
圭同

本能
（

美

子

苗

奈真

仁

早

沢
崎

貫

三
岡

小
木栃

◎第38回  昭和58年  あかぎ国体 群馬県桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県 )
順位

腫男||
位 位 位

成 年 男 子

司
夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗
鏑

馬群
裕

一
英

圭
芳

木
下
塚

鈴
山
飯

潟新
之
孝

雄

和
佳

裕

藤

野
出

後

飯
井

岡静

成 年 女 子

織

子
美

小

幹

裕

本

田
原

河

高
中

山岡
子

子
子

力

直

千
純

島

松

田

川
白

原

岡静
子
美

子

代美

広
尚

岡
峯

枝

月
高

一示東

少 年 男 子

明

一
昭

英

謙

英

本

　

次

川
林

三

本能
（

浩

典

洋

泰
喜

藤
本

山

佐

松

村

庫丘
（

弘
哲

二

昌

　

友

市

満

山
野

見
小

村

良奈

少 年 女 子

美

子
美

春

貴

正

原

木
崎

鴻
新

宮

阪大
香

美

み

由

よ

美
真

き

村
井

木

上

平
青

本能
一

田

田
名野

原
本

川

潟新
真理恵
みどり
智 美

◎第39回  昭和59年 わかくさ国体 奈良県田原本町中央体育館 (総合優勝 大阪府 )
‖頁位

種別
位 位 位

成 年 男 子

司

治

二

恭

正
浩

士

藤
藤

工
江
権

本能
〔

司

夫
博

勇

恒
智

井

原
木

今

栗
鏑

馬群
弘
夫
浩

敏
基
伸

井
岡

辻
中
吉

良奈

成 年 女 子 大 阪
1量 I 曇恵:

み
子
代

とひ
順
和

東
野
路

石 川

li

子
美
子

代
　
佳

美

弘
知

山

田

枝
森

三

一示東

少 年 男 子 滋賀
li臀
裕
詈

光

男
行

保

正
繁

井

嶋

田

平
中

室
山富

一
美
隆

功

勝
元

沢
橋

井

松

生

石

玉埼

少 年 女 子 大阪
II會 暑詈

子
子
織
扶
郁
由
香

井
池
戸

若
小
青

潟新
子
子

子

美
　

和

由
春

美

光

地

田

徳

谷

西

森〓目
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過去の成績

◎第40回 昭和60年 わかとり国体 鳥取県立由良育英高体育館 (総合優勝 熊本県 )

順位
種別 位 位 位

成 年 男 子

司
二

一

恭
浩
圭

士
藤

工
権
堺

本能
（

司
夫
夫

勇
恒
康

井
原
内

今
栗
竹

馬群

士
心
士
心
田カ一二ロ

宏
勝
外

本
賀
井

坂
古
坂

知愛

成 年 女 子

美
子
子

広
満
美

岡
上
内

月
野
山

潟新

子
枝
子古
心

和

和
美

四筆
　
山

高
星
平

阪大 子
新
醸

文
栄
真

林

藤
口

海東

佐
田

形山

小 年 男 子

美
修
隆

勝沢
地
橋

井生
菊
石

玉埼

人
彦

守

篤

明

谷
本

川

気

山
中

石

彦
裕
久

和
徳
義

北
村
本

浜
中
小

本能
（

少 年 女 子

乃
世
美
智
志
美
知

島
代
尾

田
田
松

本能
〔

子
織
子

扶由
香
匡

池
戸

小
青
捧

潟新

美
紀
秋

江智
由
智

手
間
井

横
平
乳

森土円

◎第41回 昭和6:年 かいじ国体 山梨県勝沼町民体育館 (総合優勝    )

種 別
順 位 位 位 位

成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子
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競技記録
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キ
競技会場及び練習会場案内全図

競技会場        練習会場

① l勝沼町民体育館 ② 勝沼中学校体育館

③ 勝沼小学校体育館

④ 祝小学校体育館

⑤ 東雲小学校体育館

⑥ 県立日川高校体育館

岩崎農

至塩山 至塩山

ンター
びんぐし

'||



バ ドミントン競技会場 全体図

｀ くヽて士
―トーーー

トイレ

勝沼町民体育館 )

子集合所 (仮 1没プレハブ )
手控室

具庫

④アドバルーン
②競技会係員、協力員控所
②歓迎アーチ
④職員駐車場
②受付案内所
④警備本部
④バス発着所
②全国都道府県旗
②国体旗、シンボル旗
④中央公園駐車場(田T外事)
⑩①輸送・駐車場係員控所
⑫勝沼中学校駐車場(町内車)

兼配膳所

茶接待所

Ё 店
,ど う狩リコーナー
当引換
"iどゞう盆栽受付所

どう盆栽テント

係者出入ロ

手・監督、一般観覧者出入ロ

示場

枚護所(勝ィ{町 中央公民館 l「 )

〕,ど う総栽発送所

回

許可車以外進入禁止

〇
0

1瑯



図置酉己場技競
△

使 用

勝 沼 町 町 民体 育 館

コー ト

期間 10月 13日 ～15日 !～ 6コ ー ト

10月 16日 1346コ ー ト

⑫

⑬

⑭

⑮

⑮

①

⑩

⑩

⑪

⑫

①選手集合所(競技、開始式、表彰式)

②コート主任席

③召集係員席

④選手控室

⑤競技補助員控室

⑥線審控室

⑦審判控室(主審・副審)

③仮設プレハブ出入口

⑨渡り(仮設プレハブ⇔体育館)

⑩一般観覧者席

⑪器具庫

⑫ トロフィー台

⑬競技会役員席

⑭器具庫

⑮放送席

⑮県記録送信員室

⑫総合成績計算委員室

⑬関係者出入口

⑩記録本部

⑩印刷室

④競技会関係者控室

②競技本部

④競技役員控室

②オーダー用紙交換所

⑮登荘覆1∫婁L人 :|
④ポイラー室

の身障者用トイレ

②男子更衣室

⑩男子トイレ

⑩女子トイレ

①女子更衣室 ①報 道
⑫総 務   ⑫記者席
⑩競技委員

〇競技委員長

⑮審判長

⑮シャトル

⑫放 送
①進 行

⑩記 録

⑩掲 示

70

日
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観 覧 席 配 置 図

2階仮設スタンド席

1階ロータレヾックスタンド席

71



館育
林

　

　

　

Ｎ

＋

《②勝沼中学校体育館。③勝沼小学練習会場案内図ヾ
Ｎ

勝沼郵便局

勝沼中学校

グラウンド
グラウンド

勝沼小学校

至塩山

至勝沼バィパス 至勝沼バィ′ヾス

至大月・新宿



練習会場案内図

至塩山   群震体育館

《④祝小学校体育館》

ヽ
ω
一釧
「

岩崎

協

県立ワインセンター

ぶどう橋            祝橋

|      |

Ｎ
＋

至新宿・東京

至月券,召駅

1/ /

国道20号線 (勝沼バイパス)

至甲府 。長野



ヽ
か

練習会場案内図《⑤東雲小学校体育館》

至塩 山

東雲
農協

びんぐし川

老人福祉センター

卍

勝沼

町民体育館

勝沼中学校

グラウンド

至大月・新宿

|

Ｎ
＋

至勝沼バィパス



至山梨市

練習会場案内図

↑ 梨市

《⑥県立日川高校体育館》

至山梨市         至塩山Ｎ
′列川守工‐‐‐　　　　重

ヽ
い 1国 |

西広門出橋

i17.1-l

至勝沼バイ′玖    至勝沼バイ′ス

県立 日川高校

クラウンド



(財 )日体協・文部省・都道府県本部宿舎一覧表

▼財団法人日本体育協会・文部省

▼都道府県本部

団 体 名 宿
/_t
名 所 在 地

電 話

市外局番 局 番 番 号

〈ム
協
人
育
法
体
団
本
財
日

古 名 屋 ホ テ ル 甲府市中央 1丁 目7-15 0552 1122

文 部 省 言炎 露
＾
昌 〃 丸の内 1丁 目19-16 1331

番
　
号

都道府

県 名
宿 △ 名 所 在 地

電 話

市外局番 局番 番 号

1 北海道 ホ テ ル メ、 じ 東八代郡石和町川中島192 05526 4524

2 青  森 ′′ ′′

3 岩  手 ′′ ′′ ′′ ′′

4 宮 城 ′′ ′′ ′′ 〃 ′′

5 秋  田 ′′ ′′ ′′

6 山  形 ′′ ′′ 〃 ′′ ′′

7 福  島 ″ ′′ ′′ ′′ ′′

8 茨  城 ホ テ ル 竹 む ら 〃       〃  フに日]490 ′′ 4138

9 栃  木 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ ′′

10 群  馬 ′′ ′′ ′′ ′′ 〃 ′′

埼  玉 糸 相p 〃   〃 松本1183 ′′ 3141

千 葉 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ ′′

東  京 ′′ ′′ ′′ ′′

神奈川 ′′ ′′ ′′

山 梨 甲 運 昔
Ｔ 甲府市川田町977 ′′ 5525

新  潟 石和観光温泉ホテル 東八代郡石和町市部822 ′′ 2161

17 長  野 〃 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′

富  山 ′′ 〃   ′′  〃 ′′ ′′ ′′

石 ′′ 〃 ′′ ′′ ′′ ′′

20 福  井 ′′ ′′ ′′

76
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都道府県名 宿
/_N
名 所 在 地

電 話

市外局番 局 番 番 号

静  岡 石和観光温泉ホテル 東八代郡石和町市部822 005526 2 2161

愛 知 ′′ ′′

二  重 ′′ ′′ ′′

岐 阜 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′

滋  賀 ホ テ ル 古 柏 園 〃      〃    〃 822 5890

京  都 ′′ ′′ ′′

大  阪 ホ テ ル 甲 子 園 〃       〃    〃 977--7 3211

28 兵  庫 ′′ ′′ ′′

奈  良 ホ テ ル 石 庭 〃   〃 窪中島587 4155

30 和歌山 ′′

鳥 取 ′′ 〃

島 根 ′′ ′′ ′′ ′′

岡  山 ′′

広 島

山  口 ′′ ′′ ′′ ′′

香  川 石和グランドホテル ililil977 2211

徳 島 ′′ ′′

38 愛 媛

高  知 ′′ ′′ ′′

40 福  岡 ′′ ′′

佐  賀

長  崎 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′

43 貪員  冽ド ′′

44 大  分 ′′ ′′ ′′

宮  崎 ′′ ′′ ′′

46 鹿児島 ′′

И
仕 沖 縄 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′

南  米 ホ テ ル か げ つ 〃   〃 川中島385 ′′ 4526

″
‘
″
‘

|



役員0監督。選手宿舎一覧表

▼役 口員

団 体 名 △ 名
宿合
番号

所 治: 地 電 話 番 号

競 技 役 員

展 望 1劇 勝 ,召 2,864 4-0243

り|| 口 園 9 丹券′召2,997 4-2061

▼監督・選手

都道府県名 種  別 宿  合  名 宿合
番号

所 泊: 地 電 話 番 号

1 北海道

成年男子 大 笠
［ 寺 1 勝沼3,559 4-0027

成年女子 内 田 幸 明 菱山1,337 4-0992

少年男子 大 差
ロ 寺 1 勝トツ召3,559 4-0027

少年女子 三 枝 初太郎 移晨ツ民3,494 4-1621

2 青  森

成年男子 四石 山奇 一壮 10 下岩崎869 4-0849

少年男子 子 r 山奇 一壮 下岩崎869 4-0849

少年女子 丹 沢 英 一 40 下岩崎1,752 4-0735

3 岩  手
成年男子 石

た
可 十壮 下岩崎869 4-0849

少年女子 内 田 利 房 下岩崎2,012 4-0306

4 宮  城 少年女子 野 呂 青 峰 下岩崎1,945 4-2388

5 秋  田 少年女子 雨 宮   巌 下岩崎2,016 4-0554

6 山  形

成年女子 内 田 良 裕 下岩崎1,863 4-0533

少年男子 岩  崎  荘 10 下岩崎869 4-0849

少年女子 早 川 定 雄 38 下岩崎70 4-1040

7 福  島
成年女子 石 原 一 美 藤井937-1 4-2024

少年女子 川 崎 哲 哉 上岩崎289 4-0032

茨  城 少年女子 河 村 降 昌 休月、1,421 4-0537

栃  木
成年男子 鈴 木 園 勝沼3,275 4-0319

少年女子 中 山   仁 休息、1,025内 1 4-1531

群  馬 成年男子 鈴  木  園 2 勝F'召3,275 4-0319

78
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都道府県名 不重 号1 宿  舎  名 宿合
番号

所 冶: 地 電 話 番 号

10 群  馬 少年女子 平 山 朝 秀 58 」ヽ佐手314 4-0484

埼 玉

成年女子 み ゆ き 荘 等々力1,317 4-1075

少年男子 鈴   木  園 2 勝沼3,275 4-0319

少年女子 堀 内 喜 雄 休息、1,430 4-0716

千  葉 少年女子 大 槻 澄 好 小佐手2,161 4-1400

東  京
成年女子 み ゆ き 荘 等々力1,317 4-1075

少年女子 佐 藤 常 男 勝 ,召 3,036 4-0092

神奈川

少年男子 鈴  木  園 2 勝沼3,275 4-0319

少年女子 丹 沢 正 彦 休息、1,472 4-0879

山 梨

成年男子 大 蓋
ロ
寺 1 勝卜

'召

3,559 4-0027

成年女子 大 蓋
ロ 寺 1 勝卜,召 3,559 4-0027

少年男子 大 蓋
口
寺 1 勝卜

'召

3,559 4-0027

少年女子 大 蓋
ロ 寺 1 脱「,召 3,559 4-0027

新  潟
成年女 r‐ 大 松 7 勝 ,召 3,012 4-0107

少年女子 芦 沢 恵 一 勝

'召

3,087 4-0578

it   野 少年女子 佐 藤 宝 治 菱山1,415 4-1847

富  山

成年男子 鈴  木  園 2 勝沼3,275 4-0319

成年女子 大 谷   勝 中原727-6 4-0377

少年男子 清  果  園 3 勝卜,召 3,209 4-1625

少年女子 三 枝 英 イ許 深沢3,612 4-1598

サ||

成年男子
`同
果 3 勝′召3,209 4-1625

少年男子
`日

果 1劇 3 1券 ,召 3,209 4-1625

少年女子 武 藤 治 良 勝 ,召 3,169 4-0061

llli 丼1 少年女子 三 森 年 光 中原937 4-1487

静  岡 少年女子 辻   智 秀 山1,539-1 4-0802

79

|

|



役員・監督 。選手宿舎一覧表

都道府県名 種  別 宿
/_N
名
宿合
番号

所 冶 地 電 話 番 号

愛  知

成年男子 三
日 果 園 勝 ,召 3,209 4-1625

成年女子 み ゆ き 荘 11 等々力1,317 4-1075

少年男子 十壮 勝′召3,174 4-1626

少年女子 山 口 晋 吾 上岩崎 100 4-2266

二  重 少年女子 石 原 和 重 下岩崎2,661 4-0531

岐 申_ 少年女子 小 川 一 征 藤井 1,010 4-1370

滋  賀

成年女子 た  げ  つ 休月、1,873-3
２

３

７

３

４

３

０

２
一
一

４

４

少年男子 文
レ
し 一壮 勝卜

'召

1,491 4-1309

少年女子 石 黒 久 保 30 勝

''召

2,969 4-1474

京  都
成年男子 一壮 4 勝 ,召 3,174 4-1626

少年女 f 欄   更 一 月券,召 3,003 4-1552

大  阪

成年男子 国 荘 勝卜

'召

3,174 4-1626

成年女子 た げ つ 休息、1,873-3
２

３

７

３

４

３

０

２
一
一

４

４

少年男子 一壮 勝沼3,174 4-1626

少年女子 刀ヽ 林 昌 嘉 丹券

'召

3,059 4-1362

兵 庫 少年女子 五 味 一 男 脱卜

'召

761 4-0632

奈  良 少年女子 鈴 木 隆 治 菱山2,122 4-0358

和歌山 少年女子 飯 島 賢 治 中原642 4-2099

鳥 取

成年男子 文  化  荘 5 月券,召 1,491 4-1309

成年女子 ワ ン ス・モ ア lヽ佐 手2,336-5 4-2612

少年男子 文 一壮 5 月券′召1,491 4-1309

少年女子 佐 藤   宏 20 勝沼 3,225 4-1652

島 根 少年女子 天 野 王 雄 月券,召 3,085 4-0617

岡  山
成年男子 文 荘 勝卜

'召

1,491 4-1309

成年女子 ワ ン ス・モ ア 13 小佐手2,336-5 4-2612
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都道府県名 種  別 宿  舎  名 宿合
番号

所 在 地 電 話 番 号

岡  山 少年女子 林 常盛公 勝 ,召 762-2 4-1380

広  島 少年女子 山 下 増 美 綿塚 116 4-0218

山  El
少年男子 美

ヘ
ロ 一壮 6 勝′召1,582

９

１

７

４

７

１

０

１
一
一

４

４

少年女子 坂 本   半 48 率吊場民865 4-1447

香

成年男子 美 鈴 荘 6 勝沼 1,582
９

１

７

４

７

１

０

１
一
一

４

４

成年女子 小 沢   信 等々力1,372 4-0004

少年男子 美
ヘ
ロ 荘 6 勝 ,召 1,582

９

１

７

４

７

１

０

１
一

一

４

４

少年女子 上 矢 幸 雄 等々力1,382 4-1588

徳 島 少年女子 古 屋 今朝雄 綿塚892-1 4-1713

38 愛 媛 少年女子 古 屋 学 而 勝 ,召 3,181 4-0121

高 知 少年女子 杉 田 由 彰 28 勝卜

'召

422 4-1762

40 福  岡
成年女子 大 松 7 鵬卜

'召

3,012 4-0107

少年女子 宮   慎 助 等々力1,646 4-0106

佐  賀 少年女子 高 野 本 義 17 勝

'召

3,547 4-0423

長  崎
少年男子 た |ザ つ 休息、1,873-3

２

３

７

３

４

３

０

２
一
一

４

４

少年女子 三 科 十代蔵 山863-1 4-0473

育ξ  Zド

成年男子 美
ム
ｐ 一壮 6 勝 ,召 1,582

９

１

７

４

７

１

０

１
一
一

４

４

成年女子 大 松 7 勝トツ召3,012 4-0107

少年男子 大 松 7 腸トツ召3,012 4-0107

少年女子 笠  原   勇 等々力786 4-1008

大  分 少年女子 三 科 喜 文 山978 4-1853

宮  崎 少年女子 雨 宮 省 吾 勝 ,召 3,000 4-0616

鹿児島 少年女子 平 山   誠 小佐手306-1 4-0826

沖 縄
成年男子 大 松 7 勝

'召

3,012 4-0107

少年女子 小 沢 光 清 勝卜

'召

3,254 4-0278
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競技会関係電話番号一覧表

(勝 ,召 市外局番  05534)

名 釉( 電 話 番 号 使 用 期 間 所  在  地

実

施

本

部

総 括 4-3160 10/9～ 10/17 勝沼町役場別館

宿 ,自 本
立
ロ

4-3161

4-3162

競

技

△

場

並既 技 本
立
ロ 4-3163 10/11～ 10/16 勝沼町町民体育館

ユ
水 本

立
ロ 4-3164

総 合 受 付 ・案 内 所

4-3165

4-3166
10/9～ 10/16 勝沼町中央公園

警 備 本
立
ロ 4-3167

輸 送 ・ 駐 車 場 係 4-3168

係 員 。協 力 員 控 所 4-3169 ′′ ′′

練

習

△

場

勝 沼 中 体 育 館 4-3170 10/10～ 10/16 競技会場隣 り

勝 沼 小 体 育 館 4-3171 月券′召圧町月券,召

おこ 卜 体 育 館 4-3172 〃 下岩崎

東 雲 小 体 育 館 4-3173 〃 休息、

日 り|1高 体 育 館 05532--3--2556 10/10～ 10/15 山梨市一丁田中

国 鉄 勝 沼 駅 案 内 所 4-3175 10/9～ 10/17 勝沼町菱山

月券 ′召 町
ル
又 場 4-1111(fり 〃  月券,召

勝 沼 町 中 央 公 民 館 4-2100 競技会場隣り

交

通

機

関

国 鉄 勝 沼 駅 4-1234 勝沼町菱山

峡 東 タ ク シ ー 4-0003 〃 勝沼

勝 沼 観 光 タ ク シー 4-1432 ′′

塩 山 タ ク シ ー 4-0007 〃 等々力
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期間中の医療救護

i.傷病者が発生 したとき

(1)競技会場でケガ、発病 したとき

ア.競技会場には救護所を設置し、町内に待機医院を指定しています。

イ.救護所は赤十字マーク入りの表示板等でその所在を示しています。

ウ.救護所では応急処置、及び軽易な治療を行い、重病者については医療機関に移送します。

(2)練習会場、駅前案内所でケが、発病 したとき

練習会場および駅前案内所には救護所は設置されてありませんが、救急薬品を備えてありますの

で係員に連絡してください。

(3)宿合で発病したとき

宿合提供者が最寄 りの医療機関に連絡・照会することになっています。

▼待機医院

月   日 医 療 機 関 名 住 所 電 話 番 号

10月 13日 (月 ) 昼 夜 吉 田 医 院 勝沼町勝沼3122 4-2170

10月 14日 (火 ) ′′ 池  田 医  院 il il 2961 4-0613

10月 15日 17kl ′′ 阿  部  医  院 〃 下岩崎1052 4-1131

10月 16日 lAl ′′ 町 立勝沼診療所 〃  脱「′召950 4-1161

▼待機歯科医院

月   日 医 療 機 関 名 住 所 電 話 番 号

10月 13日 (11) 近 藤 歯 科 医 院 勝

'召

町勝′召3100 4-0174

10月 14日 (匁 ′′   〃  ′′ ′′

10月 15日体) 三 沢 歯 科 医 院 〃 等々力182 4-0037

10月 16日 l■l ′′    ′′   ″
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」
ね 竜

菫

わたしたちが生まれ育った勝沼町、日本一のぶどう

とワインの産地なんです。どこが日本一かって ?――

質と量、それに歴史があるんです。ぶどうは1,200年 余

りも昔から、ワインは110年ほど前から造られているん

ですよ。四季おりおりに変化する一面のプ ドウ畑を眺

めていると こ`の町に生まれてよかったな、って思い

ます。さあ、いっしょに歩いてみませんか一一。

●勝沼町の紹介コーナー 企画編集/山梨県勝沼町

ようこそ ぶどうとワインのふるさとヘ

つ て

Ｊ
「
―
∠

Ｆ
」



大好 きな一

勝 沼

ー

田 草 川

ワインエ
駄

ば

■

ヽ
ど
つヽ熙

量

考人福祉センター    |

ぶどう郷
―甲府

二

イラスト0マツプに

吟

証
帥　積
↑
規

勝沼バイバスまで

勝 沼 バ イ バ
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＼

トンネノンを抜けると、もう
そこは「ぶどうの国」。

西の空には南アノンプス

何かいいことありそう。

聯中央棉勝沼駅

アルプス連峰、八ヶ岳、富士山など車窓に

映る山々が魅力的な国鉄中央線。各駅停車で

新宿を出て 2時間ほど、 トンネルをいくつも

抜けると、一面に甲府盆地の広々としたブ ド

ウ畑が開けます。電車はす ぐに小さな駅のホ

ームに滑りこみます。山すそにあるこの駅が、

わたしたちの町の玄関ローー勝沼駅です。

降りた電車が遠去かり、ふと気がついてみ

じ、じい
ハ

るとホームにいるのはわたしたちだけ。ポツ

ンとたたずむわたしたちの目に飛び込んでく

るのは、西の空に連なる南アルプスの稜線で

す。視線を手前に、ゆっくり移すと、なだら

かなブ ドウ畑の起伏が、わたしたちを包みこ

んでくれます。改札口を出てもこの景観は変

わりません。しゃれた駅合と雄大な自然、わ

たしの好きな場所の一つです。

町 の玄 関 □



ワインノゞ

         き
勝沼駅には町営のワインパブがありま

す。駅合の一画に設けられたこのパブに

は、町産ワインがズラリ。おみやげに買

うこともできますし、もちろんその場で

飲むこともできます。ほかにコーヒーや

軽い食事もとれる憩いのコーナーです。

電車を待つ間にちよっと一杯

かっぬま散歩

中央 自動車道

勝沼インター

チェンジ

新宿⇔ 96km、 名古屋⇔ 270km

勝沼のもう一つの玄関は、中央自動車道の

勝沼インターチェンジです。新宿から96キ ロ

メー トル。昔に比べ、グーンと近 くなりまし

た。名古屋までは270キ ロメートル、 4時間ほ

どの距離です。車社会の今では、こちらを利

用する人の方が多いようです。中央自動車道

は、典型的な山岳ハイウェー、山々の緑が ド

ライバーの目をいやしてくれます。でもカー

プが多いので、景色ばか りに目を奪われない

で、安全運転をしてくださいね。

勝沼料金所

ゆるやかな曲線を描いて延びる中央自動車道

―  

― ― ―

もう一つ

の玄関□

5           1



五の上 7_~フイ
ズラリそろつた町産ワイン

さて、どれにしようかな一一

町営ぶどうの丘センター

勝沼駅のホームに立つと、南アルプス

の山なみとともに、正面の小高い丘に建

つ白壁の建物が、目に飛び込んできます。

これがワインの里・勝沼のシンポル、町

営ぶどうの丘センターです。

道草しながら、のんびり歩こう

電話をかければ迎えに来てくれるけど、

どうせなら、ぶどう畑の間をのんびり歩

きたいもの。ゆっくりと道草しながら歩

いても、駅からは20分 もあれば充分です。

なだらかな坂を登りつめると、ぶどう畑

の合間から、レンガ色の屋根と白い壁が

見えてきます。正面玄関の階段を上がる

と、ロビーには圧搾機や破砕機など昔の

醸造器具が展示され、訪れる人に勝沼の

ワインの歴史を語 りかけてきます。資料

展示室の奥へ地下通路で行けば、日本で

地下のワインセラーできき酒

クヽス



▲
ワ
イ
ン
カ
ー
プ

（
地
下
貯
蔵
庫
）

1  7

はここしかないワインカープ (地下庫 )

があります。町内の10数社のワイン約100

銘柄が一堂に集まり、試飲しながら買い

求めることができます。ここに納められ

たワインには、すべてに町推奨のシール

が貼ってあります。年 2回の審査会でパ

スしたものしか売ってはいけないのです。

地下とは別に販売コーナーもあり、また

ワインレストランに足を運べば、窓いっ

ぱいに広がる甲府盆地の景色を眺めなが

ら食事を楽しむことができるんですよ。

祢

豊 。
_

―

‐ ″

ー

`・

軍

ワマンレス
弓
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ワ
イ
ン
先
党
者
の
顕
彰
碑

―
ベ
キ
ュ
ー
・ガ
ー
デ
ン

碑に刻まれた歴史

ロマンと味わい力S、 より深 く

レストランで食事をとり、見晴らしの

よい広場に出ると、ワインの酔いで、ほ

んのり桜色になったほほに、盆地を渡る

そよ風がここちよく感じます。西側の一

画、ぶどう畑を見おろす位置に、変わつ

た形の大きな碑があるのに気がつきます。

これが「ワイン先覚者顕彰碑」です。

明治の初め、ワイン造りを学ぶため、

フランスヘ留学した町内の 2人の青年を

賛え、渡航から100年めにあたる昭和52年

に建てられたものです。ワイングラスと

2人の姿を形取った碑です。日本一の産

地に発展したふるさとを、碑は温か く見

守っています。広場のす ぐ下が、300人が

一度に入れるバーベキユーガーデンです。

盆地の夜景を眺めながら味わうワインと

バーベキューの味は、最高ですよ。

……こんな碑もありますよ………

由 目

ペギー葉山さんの

歌声が流れる歌碑

ぶどうの丘センターには、ワイン顕彰碑の

ほかに 2つの碑があります。ひとつは『ぶど

うの国』の歌碑、前に立つと歌手のペギー葉

げ

「、ζミどうの国Jの歌碑

かいじ国体バドミントンの

山さんの歌声が自動的に流れてきます。もう

ひとつは『永遠の友』の碑、国体バ ドミント

ン競技が開かれたことを記念して、参加した

選手・監督の名まえが刻まれています。

選手名を刻む

L

:     ~~         __

甲
府
盆
地
の
夜
景

抱

ぶどうの回

8



ワインの前にひと汗流そう一一

緑のスロープで芝スキー

ぶどうの丘センターでは、スキーも楽

しめるんです。といってもスノースキー

ではありません。キャタピラ付きのロー

ラーで滑る芝スキーなんです。まだ日本

ではマイナーなスポーツですが、ョーロ

ッパでは夏のレジャーとして、すごく人

気があるそうです。ショー トパンツとT
シャツでスキー、とても壮快ですよ。

ぶどうの丘センターでは宿泊もできま

す。どの部屋からも盆地の眺望がきき、

料金も格安。勝沼め ぐりの基点として、

あなたも泊まってみてはいかが一――。

1泊大人は3,000エン

お問い合わせは 805534-4-21llま で

●宿泊 (食事は別)大 人(中学生以上 )1人3,000
円、子供 (4ヽ学生まで)1人 2,500円 ●お食事 お
もれなべ (みそだれを使った勝沼風スキヤキ)1,400

円、バーベキュー 1人 1,000円 ～2,000円 、勝沼ワ

インゼリー250円 などいろいろ ●ワインカープ (貯

蔵庫)人 口で試飲カップ(1,000円 )を購入すれば、
自由に試飲ができます。

かっねま散歩

中
央
管
理
棟

ちょっと歩t九ざ大自然

町営大滝 山キャンプ場

勝沼駅から東へ20分 も歩くと、木立ち

の間から清流のせせらぎが聞こえてきま

す。山あいの小道をちょっと登った所が

町営の大滝山キャンプ場です。澄み切っ

た小川、鮮やかな緑のなかで過ごすキャ

ンプは最高です。 7月 下旬から8月 まで

開設、入山料は 1泊 300円 (テ ント別 )。

お問い合わせは 8o5534-4-2100ま で。

民宿・ペンションは13軒

町内には12軒の民宿とペンションが 1

軒あります。どの民宿も、ぶどうとワィ

ンを中心に、家庭的な雰囲気でゆっくり

とくつろげます。春は桃の花見、夏と秋

はぶどう狩り、冬はこたつを囲んで鍋を

つつきながら、冷やしたワインーー四季

を通して楽しめます。お尋ねは町民宿組

合事務局 805534-4-1111ま で。
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甲州ぶどうのルーツを探る

コ~蓼   _ァ
中国 、、Ч鴨

鶴か 日本

日本のオリジナル品種――甲州種ぶど

うは、国産の原料ぶどうの中では最もワ

イン醸造に適していると言われます。そ

れもそのはず、甲州種は血統正しい欧州

系の品種なのです。原産地は小アジアの

コーカサス地方と言われ、紀元前 2世紀

ごろ、シルクロー ドを越えて中国に伝わ

り、日本へは仏教の伝来とともにもたら

されたといいます。国内では薬師信仰と

ともに広がったそうですが、気候的に適

した勝沼の地で、日本の品種として定着

したと言われています。

勝沼ぼ

シルクロードの終点

― ガ ラ
の四季

…

を整えて

一(■■な:導尾雖稚
=輩

趾賄ξイ
ゞ
股亀

を終えた安らぎのなかで 冬`眠、してい

る樹々を、丹念に切り整え、ぶどう樹の

生命が伸び伸びと育つことを願って、と

きには雪の中でも作業が続けられます。

ふ ぐらむ新芽 に生 命が 一一一―→

春、甘さを含んだそよ風に誘われて、

新しい芽がふくらみ始めます。綿毛をか

ぶり、雫を抱いた姿から
｀
生命の賛歌、

が聞こえてきそうです。 ビニールハウス
の中は、外界とは別世界、ひと足早い春

の訪れに農家の人も忙しそうです。

■ウ

10



かつぬま散歩

―
発祥をめぐる2つの

伝 説

言ラ[i[:[[::「首

`I営

J:[:I[]|li[i[][:::く

環:自市女口;米

て現れました。行基は喜び、大木を切って夢に見た同じ姿の薬師如

来を刻んで安置したといいます。これが大善寺の始まりで、行基は

法薬であるぶどうの作 りかたを村人に教えたということです。

山ぶどうを苦心改良> 文治 2年 (1186年 )、 上岩崎に住む雨宮勘解由が、石尊山の祭りの

日、付近の山「城の平」で山ぶどうの変生種を見つけました。ひと

目見て、これは将来よいぶどうになると思い、持ち帰って苦心改良

して育てたところ、 5年 目に30余房の優良な甲州ぶどうを収穫する

ことができました。それ以来、村人にも苗を分け、普及に努めまし

た。また源頼朝に献上し、おほめの言葉を賜ったといわれます。

く雨宮勘解由伝説〉

く|■ ■
―

クの収穫力湖 まる_

初夏、緑色の輝きが、ぶどう畑の起伏

に光を放ち始めます。新梢誘引――すら

りと伸びた緑の枝に、太陽の恵みを平等

に分け与えようと、人々は、手先を動か

せます。ビニールハウスに目をやると、

早いところではもう収穫です。

涼風 にゆれ る紫玉 の房

一
盆地を渡る涼風が、わたしたちの肌を

ここちよく刺激するころ、甲州ぶどうの

摘み取 りが始まります。澄み切った青空、

すでに収穫を終えた畑の葉が黄色に染ま

る中で、紫玉の房を手にする人々は、一

年の農作業を感慨深げに振 り返ります。

■■
|〉
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もう一つの勝沼

イ
ナ
リ
ー
め
ぐ
り
で
、
好
み
の
ワ
イ
ン
を
発
見
す
る

勝
沼
で
な
け
れ
ば
、
味
わ
え
な
い
喜
び
ね

わたしたちの町には、もう一つの勝沼一―ワイン貯蔵庫がありま

す。町内には大小合わせて28社のワイナ リーがあり、年間で約 1万

5,000キ ロリットルのワインを造っています。全国生産量のじつに 5

割近 くを勝沼町で占めていることになります。ワイナ リーは町内各

地に点在しています。大手資本の工場から、家族だけでしぼる工場

農家が共同で経営する工場まで、それぞれが個性的なワインを造っ

ています。いくつかのワイナ リーをめ ぐり、各社自慢のワインを試

飲しながら、好みに合ったワインを発見する一一。これは日本の
｀
ワ

インの首都、と言われる勝沼でなければ味わえない喜びですね。

12
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一

かつ″ま放歩

ひんやりした酒庫

ちょっときき酒を

ブ ドウ畑に沿った小道を歩けば、小さなワ

イナリーがぼつんと建っています。「ちょっと

寄ってみようかな」――。地下貯蔵庫の一画

にある試飲室に案内され、オリジナルワイン

をきき酒させてもらいます。ロウソクの炎に

映し出される赤ワインの輝き、その香りと厚

みのある味わい一―。ワインが持つ奥深い魅

力に身も心も酔いしれてしまいます。
地下庫の―室で味わうワインはまた格別

高野正誠 (左 )と 土屋龍憲(右 )

▲現存する
100年 前のワイン

日本のワイン造りは勝沼から

明治10年、留学生が仏ヘ

日本にワインが初めて入ったのは、安土桃

山時代と言われていますが、実際に本格的な

醸造が始まったのは、明治になってからのこ

とでした。明治10年、祝村 (現勝沼町 )の有

志が集まり、大日本山梨葡萄酒会社を設立、

2人の青年を本場フランスヘ派遣しました。

高野正誠 (当時25歳 )と 土屋龍憲 (当時19歳 )

は、技術を修得して 2年後に帰国、日本のワ

イン造 りの先駆者となりました。

町産の甲州種100%で醸造
一一一―勝 沼町原産地認証 ワイン

「よいワインは、 よい』ゞどうから」「ワイン

はその土地の風土文化の産物

「

― とよく言わ

れます。やっぱリワインは、産地のロマンを

醸し出さなければ
｀
真のワイン、と言えない

のでしょう。勝沼のワインの最高峰に立つ原

産地認証ワインーー。原料は勝沼産の甲州種

100パーセント、そのうちとくに優れているワ

インに、町の認証委員会が称号を与えたワイ

ンです。これなら中身も保証つき、まさに日

本のワインの
｀
顔、と言えます。

勝沼町原産地

認証マーク

原産地認証ワイ



史跡めぐク…0

りblヽ |
ぶ
ど
う
発
祥
の

ロ
マ
ン
を
秘
め
て
…

寺の歴史が、そのままぶどうの歴史につながる柏尾山大善寺―一。

勝沼に住むわたしたちにとっては、心のふるさと、文化のルーツを

秘めたお寺です。養老 2年 (718年 )に僧行基が創建 したと伝えられ、

町の東端、甲州街道沿いの山腹に、落ち着きのある風格を見せてい

ます。薬師如来を本尊に、1,200年 余 りも前から法薬として甲州ぶど

うが栽培されていたと言われます。今でもお寺の周りにはぶどう畑

がいっぱい。 ぶ`どう寺、の情緒をかもし出しています。

14
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山門をくぐり、急な石段を登りつめると、

国宝の薬師堂の姿が視界いっぱいに広がりま

す。あふれる力強さに、檜皮ぶきの優美な曲

線が調和する関東最古の鎌倉建築です。歴代

の天皇、幕府の祈願所であった大善寺は、武

田家か らも厚い保護を受けました。武田勝頼

が落ちのびるとき、夜を明かしたという堂内

には、薬師三尊 (重要文化財 )が安置され、
ぶどうの里を温か く見守っています。

かつ燿 ま散歩

く庭 を勝めて、いっときの安らぎ

客殿の広間に上がると、奥の廊下越し

に庭園があるのに気がつきます。江戸初     ‐
期に造られたと言われ、山梨県指定の名

勝になっています。西側にある巨石を中

心に、多くの石を自然に組み合わせて滝

を表わし、池の中央に亀頭石を配した全

体の構図は、翼を広げた鶴を表現してい

るということです。江戸初期といえば、

世の中が安定するころ、庭を眺めている

と、ゆったりと心が落ち着いてきます。

▼ 申世の魅力 を教え て くれ る

国宝の薬自雨堂

く重要文化財一―薬師如来像

-

[ベ

聾:イr‐ピ ■_―t
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史跡めぐク…②

武
田
の
悲
話
、
宿
場
町
の
に
ぎ
わ
い

そよ
ワ
イ
ン
史
の
幕
あ
け

●現存する日本最古の醸造場…日川に架かるぶどう橋

の近 くに,明治25年に建てられた醸造場が、当時のまま

の姿で残っています。今では、ワインメーカーが所有す

るワイン資料館 として、わたしたちに昔のワイン造りの

ようすを教えてくれます。展示された木製の醸造器具を

眺めていると、先駆者たちの苦心の跡がしのばれます。

●上屋籠憲セラー…ワイン資料館からちょっと歩くと、

ぶどう畑の地下を利用したワインセラーがあります。明

治の初め、フランスで醸造技術を学んだ土屋龍憲が、帰

国後造ったもので、彼の名がつけられています。

曰

明治時代のワインエ場は、今は資料館

「

~~~~~~~ ~~―                 ____一
― ― ― 一 一 一 一

日

|

可

．厨
〓
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●大滝山不動尊…大滝山キャンプ場をさらに登ると、

1,000年余り前から続いているという大滝山不動尊の奥宮

が建っています。100メートルもの高さから流れ落ちる雄

滝と雌滝、雄大な景観を背に、神秘的な雰囲気です。

●勝沼氏館跡…武田信玄のおじにあたる勝沼五郎信友

が館を構えていた所です。隣りの県立ワインセンターの

近代的な建物とは対照的に、中世の趣を感じます。

●甲州街道の面影…元和 4年 (1618)に 甲州街道が開か

れました。勝沼宿は街道一の賑わいを見せていたといわ

れ、今も残る古い家並みが往時をしのばせます。

▲大滝山不動尊と雄滝

▼武田五郎信友の館跡

▲等々力の寺町界わい

▼宿場町の面影を伝える家

17
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ぶどうま
祭り…PARtt I

甲州ぶどうの甘ずっぱい香りに包まれ

るころ―-10月 1日 は、ぶどうまつりで

す。収穫の喜びを町民だけでなく、すべ

ての人々と分かち合おうと、町中がお祭

リムー ドに浸ります。役場の前庭も、こ

の日ばかりは、催し場に早変わり。ワイ

ンの飲み放題やワイン市場、ぶどうの食

べ放題のコーナーに、たくさんの人々が

集まります。ほろ酔い気分で街へ繰り出

せば、秋風がいっそうさわやかです。

秋の夜空を焦がす「鳥居焼」

甲州街道やお祭り広場では、大人みこ

しや子供みこしが練 り歩きます。されい

に飾られたワイン馬車も登場して、祭り

気分を盛り上げます。やがて、甲州ぶど

う太鼓の勇壮なリズムに乗って、秋の夜

空を焦がす「鳥居焼」が、東の山肌に赤

々と燃え出すとき、祭りはクライマック

スを迎えます。

18
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く
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
＝
「鳥
居
焼
」

かっぬま散歩

甲州。いどう大鼓

ワインは飲み放題

ぶ
ど
う
も
食

べ
放
題

し
十
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祭り。・・PARtt II

奇祭「藤切 り祭り」は、毎年 5月 8日

柏尾山大善寺の境内で行われます。大善

寺ができたころ、1,200年 以上も前から続

いているという古いお祭りです。修験道

の開祖・役の小角が金峯山で大蛇を退治

し、土民を災いから救ったという故事に

ちなんで始まったといわれます。大蛇に

仕立てられた藤づるは、持ち帰ると無病

息災、運が開けると伝えられ、若者たち

が勇壮な争奪戦を繰 り広げます。

勇ましい奪い含いに

境内は興奮のるつぼ

i∵

藤切 り祭 り

¬

「

¬
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かっぬま散歩

スポーツ・イベント

ぶどう郷
マ
了ン

晩秋のぶどう郷を舞台に健脚を競うN

TT勝沼ぶどう郷マラソン。ぶどう畑の
スロープの中をひた走るユニークなコー

スです。記録よりふれあいをモットーに

親子でなかよく走る 3 kmフ ァミリーコー

スから、町内を一周する20kmコ ースまで、

年齢や体力に応じて楽しめる4コ ースが

あります。ぶどうとワインを中心に、町

をあげての歓迎行事も盛りだくさんです。

さあ、あなたもいっしょに走りませんか。

ぶどう畑のス回―プ

のんびリマイベース

浮 =

.■
.:朴



ぶ ど夕文化を支え7_~

訪れる人すべてを

温か<包みながら…

甲府盆地の東端に開けた勝沼町―一。

この地に住みついた人々は、天と地の恵

みを最大限に活用して、ぶどう畑のジュ

ータンを、いく代にもわたって織 り広げ

てきました。勝沼に住む人間にとって、

ぶどうは単に農産物だけではありません c

心のルーツを秘めた文化所産 として、人

生を豊かにするワインの源泉として、奥

深い価値のある存在であることを、わた

したちは知っています。

1,200年余 りも前から、脈々と受け継が

れてきたこの
｀
ぶどう文化、を心の支え

に、わたしたちは今、21世紀に向かって

はばたこうとしています。町民だけでな

く、訪れる人すべてを温か く包み、産業、

文化、自然が調和し、ハーモニーを奏で

る街へと、一歩一歩、歩んでいます。

22
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かっ″ま散歩
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かつぬま散歩

世界のカツヌマヘーー
フランス。ボーヌ市と姉妹都市交流

勝沼は、国内ばかりでなく、世界に向けて

も開かれた町です。昭和51年 9月 、フランス

の銘醸地、プルゴーニュ地方のポーヌ市と、

姉妹都市になりました。ボーヌ市は小さな城

下町ですが、プ`ルゴーニュワインの首都、と

呼ばれるように、歴史と気品のある街です。

はるかな国境を越えて、ワインが結ぶこの友

情をわたしたちは大切に育てています。

ポーヌ市はパ リの南東300キ 古代ローマ時代から続い

畑が広がつています。ている古い街で、郊外にべ

パリの南東300キ ロ

ブルゴーニュ地方

θαZttθ Fγαπce

ポーヌ市の旗

■
■
■
「
―
１
１
１
１
１
月
―
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シ
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沼
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リ
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資
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館

●
ワ
イ
ナ
リ
ー
パ
ー
ク
宮
光
園

ご
見
学
時
間

¨
午
前
９
時
～
午
後
４

時
ま
で
。

休
業
日

一
４
月
～
＝
月
は
、
夏
休
み

（
７
月
下
旬
）
、
盆
休
み
（
８
月
中
旬
）

を
除
き
無
休
。

交
通

¨
自
動
車
＝
中
央
高
速
勝
沼
イ

ン
タ
ー
よ
り
勝
沼
バ
イ
パ
ス
を
甲
府

方
面

へ
向
か
い
、
下
岩
崎
交
差
点
（
２

つ
目
の
信
号
）
右
折
、
約
３
分
。

電
車
・バ
ス
＝
中
央
本
線
塩
山
駅
（急

行
停
車
）
ま
た
は
勝
沼
駅
（
ぶ
ど
う
シ

ー
ズ
ン
は
急
行
停
車
）
下
車
、
山
梨
交

通
バ
ス
（塩
山
駅
～
勝
沼
駅
）
で
勝
沼

病
院
前
下
車
、
徒
歩
約
１０
分
３JJり

'コ
助υ

三楽株式会社

=碁 ‐・t´日
本
の
ワ
イ
ン
発
料
の
地
、

〆
´

|‐
ギ

:ヽ

リ

ー

。

甲州勝沼の秋 それはさながら、ふどうたちの披露宴のようです ずっしりと見事

に熟した、いどうの房々は、まるで大地がそのまま、いどうであるかのように人間の

視界をおおってしまいます メルシヤン勝沼ワイナリーでは、いま皆様に自然の中

ぞリインと親しんでいただくために、世界に誇るワイン、メルシヤンが生まれるまで
のすべてをお見せしています ワインのできるまでをご覧になりながら、散策に、

ご家族そろってのヒクニックに、いい一日をお過しください

ワイン資料館

信頼される[1本のブランド



新
し
い
マ
ン
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く
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ま
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イ
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ぶどう郷 山梨の大地 に根 づき、たわわに結実した

甲州種 ぶどうのみを使用しました。

繊細な香り、フルーティーで切 れのよい

飲 み 口をお楽 しみくだ さい。

●:111111:IIII■・

サッポロワイン・ポレール

甲り1ヽKム架〉
国産υζミどう100%使用
720m2(白 )1,000円 (標

`的
|“J鵡

'

SAPPORO WINE

P(DLAIRE
★ヴリ感協腱L"株式会社

:ふ:鐵



国際興業 グル ー プ各社 一 覧

国 際 興 業 卿

北海道 いす ゞ自動車帥

札 樺 自 動 車 運 輸 船

北 海 道 貨 物 急 送 欄

東  光  運  輸  帥
東光モータースエ業帥

札 幌 団地 タ ク シー榊

十 和 田 観 光 電 鉄 帥

十和 田観光タクシー脚

榊 十 和 田電 鉄 観 光社

卿 ホ テ ル サ ンプ ラザ

十鉄 ター ミナル ビル榊

秋  北  バ  ス 欄
秋 北 タ ク シ ー 帥

秋 北 観 光 帥

岩 手 興 業 帥

帥 岩 手 観 光 バ ス

帥岩手観光ツー リス ト

欄 シ テ ィ 商 事

盛 岡 倉 庫 腑

花 巻 温 泉 帥

日 本 電 建 帥

国 際 不 動 産 欄

国際興業エンタープライズ蜘

帥 国 民 相 互 銀 行

紫 興 業 帥

富 士 屋 ホ テ ル 帥

山  梨 交 通 腕
腑山梨交通自動車教習所

山交 トラベルサービス帥

第 一 山交 タ クシー帥

山 交 タ ク シ ー い

ニッポンレンタカー山交脚

山 梨 貸 切 自動 車 欄

m  山   交
帥 山 交 友 の 会

帥   昇  仙  閣
大 阪 交 通 榊

欄 ボ ウ ル 国 際 興 業

帥   京   屋

0104 東京都中央区八重洲 2-10-3
0064 札幌市中央区宮の森 2条 1丁 目2番 55号
0060 札幌市中央区北 1条東15丁 目140番地
0060 札幌市中央区北 1条東15丁 目140番地
0060 札幌市中央区北 1条東15丁 目140番地
0003 札幌市白石区中央 1条 7丁 目7番24号

0063 札幌市西区発寒15条 13丁 目 1番 50号

0034 青森県十和田市大字三本木字下平25

0034 青森県十和田市大字三本木字下平25

0034 青森県十和田市大字三本木字下平25

0034 青森県十和田市東二番町 1-6

0034 青森県十和田市東一番町 7番地27

0017 秋田市大館市御成町 1-11-25
0017 秋田県大館市御成町 1-11-25

0017 秋田県大館市御成町 1-11-25

0020 岩手県盛岡市盛岡駅前通 3-40

0020 岩手県盛岡市盛岡駅前 3-40

0020 岩手県盛岡市盛岡駅前通 3-40

0020●1 岩手県盛岡市月が丘 2-1-3

0020 岩手県盛岡市盛岡駅前通 3-39

002,03 岩手県花巻市湯本第一地害1125
0104 東京都中央区八重州 2-10-3

o104 東京都中央区八重洲 2-10-3

o104 東京都中央区八重洲 2-10-3

o101 東京都千代田区内神田 2-3-4

0278 千葉県野田市鶴奉463-1

0250Ю4 神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下359

0400 山梨県甲府市九の内 1-3-3

0400 山梨県甲府市湯田 2-16-25

0400 山梨県甲府市九の内 1-3-3

0400 山梨県甲府市九の内 1-3-3

0400 山梨県甲府市九の内 1-3-3

0400 山梨県甲府市丸の内 1-3-3
0400 山梨県甲府市中央 4-3-22

0400 山梨県甲府市丸の内 1-3-3

o400 山梨県甲府市九の内 1-3-3

0400 山梨県甲府市湯村 3-2-30
0533 大阪市東淀川区東淡路 5-8-38
0533 大阪市東淀川区東淡路 5-8-38
Surfrider Hotel,2353 Kalakaua Ave,Honolulu,Hawaii 96815

803(273)1111

8011(631)2141

t,011(231)5511

8011(231)5511

8011(231)5511

2,011(864)0325

t,011(661)5656

=,0176(23)3131
t,0176(23)3588

t,0176(23)3131

t,0176(22)7111

t,0176(24)0011

t,0186(42)3535

80186(42)3535

2,0186(42)3535

80196(51)2121

80196(51)3355

t,0196(51)3355

2,0196(47)8282

80196(23)4471

80198(27)2111

t,03 (272)0741

803(273)Hll

803(273)lHl

2,03 (254)2311

80471(24)H55

80460(2)2211

80552(37)0131

t,0552(35)5401

80552(35)5855

80552(37)0131

を,0552(37)0131

t,0552(37)0131

80552(37)22H

80552(37)0111

80552(37)0111

π,0552(52)0361

2'06 (322)5151

2,06 (322)5151

2,808(923)8622



山梨の回一カル色豊かなテ レ ホ ン カ ー ド販売中

⌒  

「富 士 山」

レ`ーの「夕暮れに羊を連れ帰る羊飼い」

「かいじ国体 (夏季 )

かにヽじ国体の記念に

テレホンカードをどうな″

大 月駅

河 口 湖 駅

「かいじ国体 (秋季 )」

私陸上、体操

秋高校野球、テニス、軟式庭球

よ自転車、ボクシング、ウェイトリフティング
|

ライフル射撃、空手道、アーチェリー |
秋軟式野球、剣道、相撲

秋レスリング、フェンシング、馬術、山岳 |

サッカー、クレー射撃         |
秋ハンドボール、バレーボール、銃剣道  |
バ トミントン

私なぎなた

●弓道
●バスケットボール、卓球
私ラグビー、フットボール、ホッケー

ユ柔道、ソフトボール

ユ.ヽ、れあいのかいじ大会(身障者スポーツ大会)(0552)33-9955

(50
0暉
|:

「乙 女 湯」

ミナ ハ ロ ー

日目層詈 (0552)37口 860ロ
N丁丁甲府 VANSテ レホ ンセ ンター

こ ん な 情 報 が ラ イ ン ア ッ プ

●観光・おみやげ
●ホテル・旅館
●ショッピング

営業時間
(平 日)午前9:00卜午後6:00

(土 )午前9:00～午後3100
日曜・祝日は休ませていた

だきます。

一

・〓
〓特

千

(0552)33-9955

(0552)33-9966

(0552)33-9977

(0555)24-2500

(0551)22-6661

(05532)3-2500

(0556)22-542i

(0556)22-642i

(0554)22-5533

(05528)3-4990

(05566)2-3399

「美女とぶ どう」

「富士吉田の火祭り」

秋季大会10月 12日 ～10月 17日   .ヽ、れあいのかいじ大会 (身スポ大会)10月 25日 ～10月 26日

I Nrr

かいじ国体テレホンサービス

気 軽 にテ レホ ン… …

お 待 ち してお ります 。



出 :lli増

裁 ここに、世界特許丁型ジョイントを内蔵臥
なかからハイパワーを引き出しま丸
凄いことはいつもヨネックスから。
高密度設計といわれる100%高弾性カー

ボンを使用したCAB-20。そtズ高弾性カ

ーボンとグラスフアイバーを採用したCAB―

18。共通ビ いることは、世界から注目され

ているヨネックス独自のT型ジョイント内蔵

ということで魂この技術のな:こよりの特長は、

力・く ないほど最小限にラケットのトノンクを

押え、ラケット面を安定させ、そのうえ広い

スタィートスポットが得られるというもの。ちな

みに、他のジョイントレスラケットに比べると、

CAB-20はなんと38%、 CAB―ぬは25%も

フレームのねじれ (トノンク)をきっちり押えて

あります。つまりこの違いが、他に類を見な

い強烈なスイングパワーと安定し

たコントロー7L/性を生み

出しまtこれぞ

ヨネックスならではの技術で魂今、ジョイン

トレスラケットは新しい、とはいえ真のジョ

イントレスラケットはどれかといえば、まさに

このシリーズ。世界一流プレイヤーからは

もちろんtバドミントンをされるすべての方か

ら、熱い視線を浴びる理由は、ここにあり。

ヨネンクスジヨイントレスラケント

他のジョイントレスラケット

PAT No/アメリが4575004ベルギー:900!54南アフリカ:84/5!76

特許・ 実用新案申精中 /日 本 イギリス、インドネシア他世界 12ヶ ロ

CAB‐20  夕」三r=仝ヽ ¥16′000
色 |マ リンフルー セヒア  100tO高 弾性 カーホン (高 密度設計 )

CAB‐18  ,「 Jri′以%¥13′000
色/シルバー コールト  高弾1■カーボン+グ ラスファイバー

OUlLT N T J01NT(内 蔵 T型 ジョイント)



ノヽイ

KENNEX
PRESENTED BY GC)SEN

最高のクオ嚇所 Q極 限のコストに挑戦/
高弾性パワーラケットの決定版で九

RBON

フレームショルダーは、セミスクエア形状

フレームのひずみを防止し、ハ

イテンションにも柔軟に対応す

るセミスクエア形状のフレームシ

ョルダー フレーム耐王テストでは、
従来の 2倍の強度が寿 正されています

¥9,900(フレーム価格)
ハイモジュラスカーボン00%
ジョイン トレス (カバイ 寸)

シャフ トを1痣奮するラケ ントカバ~ 耐久性にイ
=″

素材を使用 ,シ ンクなg吏ぃも人気てす

っていますので ガントを張る場合に13必ずガ/トスト′ハーを
=使
用

ください他の新素I14系ラケントにもこ使用することをおすすめします

コスレコ六―マ
ゴーセン ガットストンパ~

GUT,STOPPER
スピーディな張り上tヤ

ガットにキズがつかない/
※ガントストツパー |よ横糸を張り11げる

「みヽ(二ご使用ください=(ガント張り機を

使 lllする口|は十tL糸 |二もltえ ます)

i00%高密度

グラファイトカーボン採用

グラファイトカーボン

の中で抜瀞の高強度・

高弾 1生を誇るハイモジ

ュラス(高密度)カ ーボ

ンを採用し、軽さと耐

刻生の相反するテーマ

をクリアーしました

ショイントレス構造が′

フロケネックス独自の

ジョイントレス構造に

より、比類ないレスホ

ンスを実現 しました

ガットホールは、

最小限に縮小c

ガントホ~ルを縮小す

ることで、フレームの

;御度を組 寺し、 ガ ント
をも保護 します .

人気の

ングカバー付きc

耐欠 生に優れた素

材を使用しました

.」

86台 Jし オー フ ン優 勝

1962年 9月 10日 生 れ

(23方長)
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あなたが作る思 い出のページケ た
記念スタンプや寄せ書きなど

ご自由にお使いください。

′3、れあし|の輪をひうげよう

61年 かし10団体



記念スタンプや寄せ書きなど

ご自由にお使いください。

′3ヽどうとワインのふるさと

(I C.-ryl!

あなた力作る′
『
い出のペー



また、いつの日か …̈…

思い出の地、

"し
´まへ。

第41回国民体育大会秋季大会 バ ドミントン競技会プログラム

く


